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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　袋の封止用構造部材のためのヒンジ式スライダであって、前記ヒンジ式スライダが、
　（ａ）頂部壁と、
　（ｂ）前記頂部壁から垂直に延びた脚の対であって、
　　（ｉ）前記脚の対を成す第１の脚が、前記頂部壁に取り付けられた頂端部、及び前記
頂端部に対向する底端部を備え、
　　（ｉｉ）前記脚の対を成す第２の脚が、前記頂部壁に取り付けられた頂端部、及び前
記頂端部に対向する底端部を備える、
　脚の対と、
　（ｃ）前記脚の対にヒンジ式結合によって取り付けられたウイングの対であって、
　　（ｉ）前記ウイングの対を成す第１のウイングが、前記第１の脚の前記底端部にヒン
ジ式結合によって取り付けられ、
　　（ｉｉ）前記ウイングの対を成す第２のウイングが、前記第２の脚の前記底端部にヒ
ンジ式結合によって取り付けられる、
　ウイングの対と
　を備え、
　前記封止用構造部材上に前記スライダを設置するために、前記第１のウイングと前記第
２のウイングとが上向きにヒンジ結合し、前記スライダの頂部においてラッチ係合する、
　袋の封止用構造部材のためのヒンジ式スライダ。
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【請求項２】
　前記第１のウイングが、前記第１の脚と係合するように構成された第１のラッチを含み
、前記第２のウイングが、前記第２の脚と係合するように構成された第２のラッチを含む
、請求項１に記載のスライダ。
【請求項３】
　前記第１の脚の前記頂端部が、前記第１のウイングの前記第１のラッチを受けるように
構成された第１の開口部を含み、前記第２の脚の前記頂端部が、前記第２のウイングの前
記第２のラッチを受けるように構成された第２の開口部を含む、請求項２に記載のスライ
ダ。
【請求項４】
　袋の封止用構造部材のためのヒンジ式スライダであって、前記ヒンジ式スライダが、
　（ａ）頂部壁と、
　（ｂ）前記頂部壁から垂直に延びた脚の対であって、
　　（ｉ）前記脚の対を成す第１の脚が、前記頂部壁に取り付けられた頂端部、及び前記
頂端部に対向する底端部を備え、
　　（ｉｉ）前記脚の対を成す第２の脚が、前記頂部壁に取り付けられた頂端部、及び前
記頂端部に対向する底端部を備える、
　脚の対と、
　（ｃ）前記脚の対にヒンジ式結合によって取り付けられたウイングの対であって、
　　（ｉ）前記ウイングの対を成す第１のウイングが、前記第１の脚の前記底端部にヒン
ジ式結合によって取り付けられ、
　　（ｉｉ）前記ウイングの対を成す第２のウイングが、前記第２の脚の前記底端部にヒ
ンジ式結合によって取り付けられる、
　ウイングの対と
　を備え、
　前記封止用構造部材上に前記スライダを設置するために、前記第１のウイングと前記第
２のウイングとが上向きにヒンジ結合し、
　前記第１のウイングがラッチを含み、前記第２のウイングが開口部を含み、前記第１の
ウイングの前記ラッチが、前記第２のウイングの前記開口部と係合するように構成される
、
　スライダ。
【請求項５】
　前記スライダの前記頂部壁から延び、前記脚の対及び前記ウイングの対の間に配設され
る支持部材をさらに備え、前記支持部材が、第２のジッパー側面部開放部材を含む、請求
項１～４のいずれか一項に記載のスライダ。
【請求項６】
　前記支持部材が、前記封止用構造部材上で前記スライダを保持する際に補助するための
少なくとも１つの保持部材を含む、請求項５に記載のスライダ。
【請求項７】
　前記スライダの前記頂部壁から延びた第１のジッパー側面部開放部材をさらに備える、
請求項５または請求項６に記載のスライダ。
【請求項８】
　前記第１のジッパー側面部開放部材が、前記支持部材に取り付けられる、請求項７に記
載のスライダ。
【請求項９】
　前記第１のジッパー側面部開放部材が、前記封止用構造部材上で前記スライダを保持す
る際に補助するための少なくとも１つの保持部材を含む、請求項７または請求項８に記載
に記載のスライダ。
【請求項１０】
　前記第１のウイング上の少なくとも第１の閉鎖バー、及び前記第２のウイング上の少な
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くとも第２の閉鎖バーをさらに備え、前記第１の閉鎖バー及び前記第２の閉鎖バーが、前
記封止用構造部材の封止用部品を咬合させるように構成される、請求項１～請求項９のい
ずれか一項に記載のスライダ。
【請求項１１】
　前記第１のウイング上の第１のフィンガパッド、及び前記第２のウイング上の第２のフ
ィンガパッドをさらに備え、前記第１のフィンガパッド及び前記第２のフィンガパッドが
、人間工学的な感触が向上したスライダを提供するために楕円形状を有する、請求項１～
１０のいずれか一項に記載のスライダ。
【請求項１２】
　前記第１のフィンガパッド及び前記第２のフィンガパッドの前記楕円形状の長軸寸法は
、約１２．０ｍｍから約１９．０ｍｍであり、前記第１のフィンガパッド及び前記第２の
フィンガパッドの前記楕円形状の短軸寸法は、約１０．５ｍｍから約１６．０ｍｍである
、請求項１１に記載のスライダ。
【請求項１３】
　前記第１のフィンガパッド及び前記第２のフィンガパッドが各々、グリップリッジを備
える、請求項１１または請求項１２に記載のスライダ。
【請求項１４】
　保存袋において、
　（ａ）第１の側壁と、
　（ｂ）内部への開口部をとともに前記袋の内部を形成するように、前記第１の側壁に接
続された第２の側壁と、
　（ｃ）前記袋の前記開口部に隣接して配置されたジッパー側面部であって、前記ジッパ
ー側面部が、（ｉ）前記第１の側壁に取り付けられた第１の封止用部品、及び（ｉｉ）前
記第２の側壁に取り付けられ、前記第１の封止用部品に対して実質的に平行に延びる第２
の封止用部品を備え、前記第１の封止用部品と前記第２の封止用部品の両方が、前記ジッ
パー側面部の長さ方向に沿って、前記ジッパー側面部の第１側と前記ジッパー側面部の第
２側との間に延び、前記第１の封止用部品が、前記袋の前記開口部の封止を形成するため
に、前記第２の封止用部品と相互係止するように構成される、ジッパー側面部と、
　（ｄ）前記ジッパー側面部と跨状の関係で配置されたヒンジ式スライダであって、前記
スライダが、
　　（ｉ）頂部壁、
　　（ｉｉ）前記頂部壁から垂直に延びた脚の対であって、前記脚の対の第１の脚が、前
記頂部壁に取り付けられた頂端部、及び前記頂端部に対向する底端部を備え、前記脚の対
の第２の脚が、前記頂部壁に取り付けられた頂端部、及び前記頂端部に対向する底端部を
備える、脚の対、並びに
　　（ｉｉｉ）前記脚の対にヒンジ式に取り付けられたウイングの対であって、前記ウイ
ングの対の第１のウイングが、前記第１の脚の前記底端部にヒンジ式に取り付けられ、前
記ウイングの対の第２のウイングが、前記第２の脚の前記底端部にヒンジ式に取り付けら
れる、ウイングの対
を含む、ヒンジ式スライダと
を備え、
　前記ジッパー側面部上に前記スライダを設置するために、前記第１のウイングと前記第
２のウイングとが上向きにヒンジ結合し、前記スライダの頂部においてラッチ係合する、
保存袋。
【請求項１５】
　前記ジッパー側面部が、上側ジッパー側面部であり、前記保存袋が、前記上側ジッパー
側面部の下に配置された下側ジッパー側面部を備え、前記下側ジッパー側面部が、（ｉ）
前記第１の側壁に取り付けられた第３の封止用部品、及び（ｉｉ）前記第２の側壁に取り
付けられ、前記第３の封止用部品に対して実質的に平行に延びる第４の封止用部品を備え
、前記第３の封止用部品と前記第４の封止用部品の両方が、前記下側ジッパー側面部の長
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さ方向に沿って、前記下側ジッパー側面部の第１側と前記下側ジッパー側面部の第２側と
の間に延び、前記第３の封止用部品が、前記袋の前記開口部のための第２の封止を形成す
るために、前記第４の封止用部品と相互係止するように構成される、請求項１４に記載の
保存袋。
【請求項１６】
　前記スライダが、前記スライダの前記頂部壁から延びた支持部材をさらに備え、前記支
持部材が、第１のジッパー側面部開放部材及び第２のジッパー側面部開放部材を備え、前
記第２のジッパー側面部開放部材が、前記上側ジッパー側面部と前記下側ジッパー側面部
との間に区域に配設される、請求項１５に記載の保存袋。
【請求項１７】
　前記第２のジッパー側面部開放部材が、前記上側ジッパー側面部と前記下側ジッパー側
面部との間の前記区域に各々配設された、第１のショルダー部材及び第２のショルダー部
材を含む、請求項１６に記載の保存袋。
【請求項１８】
　前記第１のショルダー部材及び前記第２のショルダー部材が、前記下側ジッパー側面部
の前記第３の封止用部品と前記第４の封止用部品とを咬合解除するように構成される、請
求項１７に記載の保存袋。
【請求項１９】
　前記支持部材の前記第１のジッパー側面部開放部材及び前記第２のジッパー側面部開放
部材は、前記第１のジッパー側面部開放部材が、前記上側ジッパー側面部の前記第１の封
止用部品と前記第２の封止用部品とを咬合解除し、前記第２のジッパー側面部開放部材が
、前記第３の封止用部品及び前記第４の封止用部品を拡張することなく、前記下側ジッパ
ー側面部の前記第３の封止用部品と前記第４の封止用部品とを咬合解除するように構成さ
れる、請求項１６～請求項１８のいずれか一項に記載の保存袋。
【請求項２０】
　前記支持部材が、前記上側ジッパー側面部及び前記下側ジッパー側面部上で前記スライ
ダを保持する際に補助するための少なくとも１つの保持部材を含む、請求項１６～請求項
１９のいずれか一項に記載の保存袋。
【請求項２１】
　前記袋の少なくとも一端にデテントをさらに備え、前記デテントが、前記袋の長さ方向
に沿って漏出防止用の封止構造を提供するために、少なくとも前記第２のジッパー側面部
開放部材と係合するように構成される、請求項１６～請求項２０のいずれか一項に記載の
保存袋。
【請求項２２】
　前記スライダが、前記第１のウイング上の少なくとも第１の閉鎖バー、及び前記第２の
ウイング上の少なくとも第２の閉鎖バーをさらに備え、前記第１の閉鎖バー及び前記第２
の閉鎖バーが、前記ジッパー側面部の封止用部品を咬合させるように構成される、請求項
１４～請求項２１のいずれか一項に記載の保存袋。
【請求項２３】
　前記スライダが、前記第１のウイング上の第１のフィンガパッド、及び前記第２のウイ
ング上の第２のフィンガパッドをさらに備え、前記第１のフィンガパッド及び前記第２の
フィンガパッドが、人間工学的な感触が向上したスライダを提供するために楕円形状を有
する、請求項１４～請求項２２のいずれか一項に記載の保存袋。
【請求項２４】
　前記第１のフィンガパッド及び前記第２のフィンガパッドの前記楕円形状の長軸寸法が
、約１２．０ｍｍから約１９．０ｍｍであり、前記第１のフィンガパッド及び前記第２の
フィンガパッドの前記楕円形状の短軸寸法が、約１０．５ｍｍから約１６．０ｍｍである
、請求項２３に記載の保存袋。
【請求項２５】
　前記第１のフィンガパッド及び前記第２のフィンガパッドが各々、グリップリッジを備
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える、請求項２３または請求項２４に記載の保存袋。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１４年６月２０日付けで出願された米国仮特許出願第６２／０１４，９
５７号、及び２０１４年６月２０日付けで出願された米国仮特許の出願第６２／０１４，
９７７号に基づく優先権を主張するものである。
【０００２】
　本発明は、一般に、封止用構造部材上で使用するためのスライダに関する。より詳細に
は、本発明は、封止用構造部材の相互係止用側面部材の少なくとも１つの対を開閉するた
めの少なくとも１つの咬合解除フィンガー又は分離機構を含むヒンジ式スライダに関する
。本発明のスライダ及び封止用構造部材はしばしば、たとえば、再封止可能な熱可塑性保
存袋のようなパウチ上に配設される。
【背景技術】
【０００３】
　可撓性のプラスチック材料で作製された保存袋がよく知られている。そのような保存袋
は、様々なサイズで作製され、食品、用具、衣類、工具などを含む様々な物品を収容する
ために使用することができる。そのような保存袋は、しばしば、袋の内部を再封止可能に
封止する何らかのタイプのジッパー様の封止用開閉機構を含む。本出願の譲受人により、
封止用開閉機構をもつプラスチック製保存袋が、ＺＩＰＬＯＣ（登録商標）という商標で
販売されている。
【０００４】
　プラスチック製保存袋の封止用開閉機構は、ファスナーアセンブリ又はジッパーとしば
しば呼ばれ、袋の頂端部に相互係止式の封止用側面部材を含む。再封止可能な封止を生成
するために、ユーザの指の間で咬合される対向する細長い相互係止用側面部材の単一の対
を有する封止用開閉機構がよく知られている。さらに、単一の対よりも、強くセキュアな
封止を生成するために、細長い相互係止用側面部材の複数の対、たとえば、ユーザの指に
より１つにプレスされる対向する上側相互係止用側面部材及び下側相互係止用側面部材及
びを有する封止用開閉機構を使用することもできる。代替的には、封止を開閉する単一の
相互係止用側面部材対及び複数の相互係止用側面部材対を有する封止用構造部材とともに
、スライダを使用することも知られている。たとえば、ヒンジ式ウイングをもつスライダ
を生成することを含む、様々な手段を介して、スライダを封止用構造部材上に配置するこ
とができ、それにより、保存袋の製造中、ウイングを折り畳み、封止用構造部材上にスラ
イダを取り付けるために定位置にスナップ嵌合することができる。
【発明の概要】
【０００５】
　１つの態様によれば、本発明は、袋の封止用構造部材のためのヒンジ式スライダを提供
する。本ヒンジ式スライダは、頂部壁と、頂部壁から垂直延びた脚の対と、脚の対にヒン
ジ式結合によって取り付けられたウイングの対とを備える。脚の対の第１の脚は、頂部壁
に取り付けられた頂端部、及び頂端部に対向する底端部を備え、脚の対の第２の脚は、頂
部壁に取り付けられた頂端部、及び頂端部に対向する底端部を備える。ウイングの対の第
１のウイングは、第１の脚の底端部にヒンジ式に取り付けられ、ウイングの対の第２のウ
イングは、第２の脚の前記底端部にヒンジ式結合によって取り付けられる。第１のウイン
グと第２のウイングとは、封止用構造部材上にスライダを設置するために、上向きにヒン
ジ結合する。
【０００６】
　別の態様によれば、本発明は、第１の側壁と、内部への開口部をとともに袋の内部を形
成するように、第１の側壁に接続された第２の側壁とを含む保存袋を提供する。ジッパー
側面部は、袋の開口部に隣接して配置される。ジッパー側面部は、第１の側壁に取り付け
られた第１の封止用部品、及び、第２の側壁に取り付けられ、第１の封止用部品に対して
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実質的に平行に延びる第２の封止用部品を備える。第１の封止用部品と第２の封止用部品
の両方が、ジッパー側面部の長さ方向に沿って、ジッパー側面部の第１側とジッパー側面
部の第２側との間に延びる。第１の封止用部品は、当該袋の開口部の封止を形成するため
に、第２の封止用部品と相互係止するように構成される。ジッパー側面部と跨状の関係で
、ヒンジ式スライダが配置される。本スライダは、頂部壁と、頂部壁から垂直延びた脚の
対と、脚の対にヒンジ式結合によって取り付けられたウイングの対とを含む。脚の対を成
す第１の脚は、頂部壁に取り付けられた頂端部、及び頂端部に対向する底端部を備え、脚
の対を成す第２の脚は、頂部壁に取り付けられた頂端部、及び頂端部に対向する底端部を
備える。ウイングの対を成す第１のウイングは、第１の脚の底端部にヒンジ式結合によっ
て取り付けられ、ウイングの対を成す第２のウイングは、第２の脚の前記底端部にヒンジ
式に取り付けられる。第１のウイングと第２のウイングとは、ジッパー側面部上にスライ
ダを設置するために、上向きにヒンジ結合する。
【０００７】
　別の態様によれば、本発明は、袋の封止用構造部材のためのヒンジ式スライダを提供す
る。本ヒンジ式スライダは、頂部壁と、頂部壁から垂直延びた脚の対と、頂部壁にヒンジ
式結合によって取り付けられたウイングの対とを備える。脚の対を成す第１の脚は、その
底端部に前面及び背面を備え、脚の対を成す第２の脚は、その底端部に前面及び背面を備
える。ウイングの対を成す第１のウイングは、第１の脚の前面と係合するように構成され
た第１のラッチ、及び第１の脚の背面と係合するように構成された第２のラッチを備える
。ウイングの対を成す第２のウイングは、第２の脚の前面と係合するように構成された第
１のラッチ、及び第２の脚の背面と係合するように構成された第２のラッチを備える。第
１のウイングと第２のウイングとは、封止用構造部材上にスライダを設置するために、下
向きにヒンジ結合する。
【０００８】
　さらに別の態様によれば、本発明は、第１の側壁と、内部への開口部とともに袋の内部
を形成するように、第１の側壁に接続された第２の側壁とを含む保存袋を提供する。ジッ
パー側面部は、袋の開口部に隣接して配置される。ジッパー側面部は、第１の側壁に取り
付けられた第１の封止用部品、及び、第２の側壁に取り付けられ、第１の封止用部品に対
して実質的に平行に延びる第２の封止用部品を備える。第１の封止用部品と第２の封止用
部品の両方が、ジッパー側面部の長さ方向に沿って、ジッパー側面部の第１側とジッパー
側面部の第２側との間に延びる。第１の封止用部品は、当該袋の開口部の封止を形成する
ために、第２の封止用部品と相互係止するように構成される。ジッパー側面部と跨状の関
係で、ヒンジ式スライダが配置される。本スライダは、頂部壁と、頂部壁から垂直に延び
た脚の対と、頂部壁にヒンジ式結合によって取り付けられたウイングの対とを含む。脚の
対を成す第１の脚は、その底端部に前面及び背面を備え、脚の対を成す第２の脚は、その
底端部に前面及び背面を備える。ウイングの対を成す第１のウイングは、第１の脚の前面
と係合するように構成された第１のラッチ、及び第１の脚の背面と係合するように構成さ
れた第２のラッチを備える。ウイングの対を成す第２のウイングは、第２の脚の前面と係
合するように構成された第１のラッチ、及び第２の脚の背面と係合するように構成された
第２のラッチを備える。第１のウイングと第２のウイングとは、封止用構造部材上にスラ
イダを設置するために、下向きにヒンジ結合する。
【０００９】
　１つのさらなる態様によれば、本発明は、袋の封止用構造部材のためのスライダを提供
する。スライダは、頂部壁、及び頂部壁から延びたウイングの対を備える。ウイングの対
を成す第１のウイングは、第１のフィンガパッド及び周囲のリップを備え、ウイングの対
を成す第２のウイングは、第２のフィンガパッド及び周囲のリップを備える。第１のフィ
ンガパッド及び第２のフィンガパッドは各々、人間工学的な感触が向上したスライダを提
供するために、短軸寸法よりも大きい長軸寸法を有する。
【００１０】
　同様の構造が同様の又は類似の参照数字を有する以下の詳細な説明を考察すると、本発
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明の他の態様及び利点が明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の１つの実施形態によるスライダの頂部斜視図である。
【図２】開位置における図１に示したスライダの頂部斜視図である。
【図３】開位置における図１に示したスライダの頂面図である。
【図４】開位置における図１に示したスライダの底部斜視図である。
【図５】開位置における図１に示したスライダの底面図である。
【図６Ａ】閉位置における図１のスライダを示す、図１の線６Ａ－６Ａに沿った後側断面
図である。
【図６Ｂ】閉位置における図１のスライダを示す、図１の線６Ｂ－６Ｂに沿った前側断面
図である。
【図７】閉位置における図１のスライダを示す、図１の線７－７に沿った側断面図であり
、明快のために、スライダの一部分が省略されている。
【図８Ａ】開位置における図２のスライダを示す、図２の線８Ａ－８Ａに沿った後側断面
図である。
【図８Ｂ】開位置における図２のスライダを示す、図２の線８Ｂ－８Ｂに沿った前側断面
図である。
【図９】開位置における、封止用構造部材上に配置された図１のスライダの頂部斜視図で
ある。
【図１０】図１のスライダの頂部斜視図であり、スライダのウイングが、封止用構造部材
上に配置されるように下向きに回転されている。
【図１１】閉位置における、封止用構造部材に動作可能に係合した図１のスライダの頂部
側斜視図である。
【図１２】閉位置における、封止用構造部材のダブルジッパー側面部上に動作可能に係合
した図１のスライダを示す、図１１の線１２－１２に沿った拡大部分断面図であり、明快
のために、断面の平面の後ろの部分が省略されている。
【図１３Ａ】本発明の別の実施形態よる、スライダ、及び下側ジッパー側面部を開放する
ための咬合解除フィンガーの頂部斜視図である。
【図１３Ｂ】図１３Ａのスライダ及び咬合解除フィンガーの頂面図である。
【図１３Ｃ】下側ジッパー側面部を開放するための咬合解除フィンガーの別の実施形態を
備える図１３Ａのスライダの頂面図である。
【図１３Ｄ】下側ジッパー側面部を開放するための咬合解除フィンガーの別の実施形態を
備える図１３Ａのスライダの頂面図である。
【図１３Ｅ】下側ジッパー側面部を開放するための咬合解除フィンガーの別の実施形態を
備える図１３Ａのスライダの頂面図である。
【図１４】本発明の別の実施形態によるスライダの頂部斜視図である。
【図１５】開位置における図１４に示したスライダの頂部斜視図である。
【図１６】開位置における図１５に示したスライダの頂面図である。
【図１７】開位置における図１５に示したスライダの底部斜視図である。
【図１８】開位置における図１５に示したスライダの底面図である。
【図１９Ａ】閉位置における図１４のスライダを示す、図１４の線１９Ａ－１９Ａに沿っ
た前側断面図である。
【図１９Ｂ】閉位置における図１４のスライダを示す、図１４の線１９Ｂ－１９Ｂに沿っ
た後側断面図である。
【図２０】閉位置における図１４のスライダを示す、図１４の線２０－２０に沿った側断
面図であり、明快のために、スライダの一部分が省略されている。
【図２１Ａ】開位置における図１５のスライダを示す、図１５の線２１Ａ－２１Ａに沿っ
た前側断面図である。
【図２１Ｂ】開位置における図１５のスライダを示す、図１５の線２１Ｂ－２１Ｂに沿っ
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た後側断面図である。
【図２２】開位置における、封止用構造部材上に配置された図１４のスライダの頂部斜視
図である。
【図２３】図１４のスライダの頂部斜視図であり、スライダのウイングが、封止用構造部
材上に配置されるように上向きに回転されている。
【図２４】閉位置における、封止用構造部材に動作可能に係合した図１４のスライダの頂
部側斜視図である。
【図２５】閉位置における、封止用構造部材のダブルジッパー側面部上に動作可能に係合
した図１４のスライダを示す、図２４の線２５－２５に沿った拡大部分断面図であり、明
快のために、断面の平面の後ろの部分が省略されている。
【図２６】本発明の別の実施形態によるスライダの頂部斜視図である。
【図２７】開位置における図２６に示したスライダの頂部斜視図である。
【図２８】開位置における図２７に示したスライダの頂面図である。
【図２９】開位置における図２７に示したスライダの底部斜視図である。
【図３０】開位置における図２７に示したスライダの底面図である。
【図３１Ａ】閉位置における図２６のスライダを示す、図２６の線３１Ａ－３１Ａに沿っ
た前側断面図である。
【図３１Ｂ】閉位置における図２６のスライダを示す、図２６の線３１Ｂ－３１Ｂに沿っ
た後側断面図である。
【図３２】閉位置における図２６のスライダを示す、図２６の線３２－３２に沿った側断
面図であり、明快のために、スライダの一部分が省略されている。
【図３３Ａ】開位置における図２７のスライダを示す、図２７の線３３Ａ－３３Ａに沿っ
た前側断面図である。
【図３３Ｂ】開位置における図２７のスライダを示す、図２７の線３３Ｂ－３３Ｂに沿っ
た後側断面図である。
【図３４】開位置における、封止用構造部材上に配置された図２６のスライダの頂部斜視
図である。
【図３５】図２６のスライダの頂部斜視図であり、スライダのウイングが、封止用構造部
材上に配置されるように上向きに回転されている。
【図３６】閉位置における、封止用構造部材に動作可能に係合した図２６のスライダの頂
部側斜視図である。
【図３７】閉位置における、封止用構造部材のダブルジッパー側面部上に動作可能に係合
した図２６のスライダを示す、図３６の線３７－３７に沿った拡大部分断面図であり、明
快のために、断面の平面の後ろの部分が省略されている。
【図３８Ａ】図１４～図３７に例示したスライダの側面斜視図であり、第１及び第２のジ
ッパー側面部開放部材の特徴部を明瞭にするためにスライダの一部分が除去されている。
【図３８Ｂ】図３８Ａのスライダ並びに第１及び第２のジッパー側面部開放部材の底面図
であり、明快のためにスライダの一部分が除去されている。
【図３８Ｃ】袋のダブルジッパー側面部上に動作可能に係合した、図１４～図３７のスラ
イダ並びに第１及び第２のジッパー側面部開放部材を含む袋の部分側面図であり、明快の
ためにスライダの一部分が除去されている。
【図３９Ａ】袋の一端のデテントと、袋のダブルジッパー側面部上に動作可能に係合した
図１４～図３７のスライダとを含む袋の部分側面図である。
【図３９Ｂ】図３９Ａの袋上に含まれるデテントの図３９Ａの線３９Ｂ－３９Ｂに沿った
拡大部分断面図であり、明快のために、断面の平面の後ろの部分が省略されている。
【図４０】封止用構造部材のジッパー側面部上に動作可能に係合したスライダの別の実施
形態の頂部斜視図である。
【図４１Ａ】ウイングの寸法を示す、図４０のスライダのウイングの側面図であり、明快
のためにスライダの一部分が除去されている。
【図４１Ｂ】頂部壁の寸法を示す、図４０のスライダのウイングの頂面図であり、明快の



(9) JP 6596775 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

ためにスライダの一部分が取り外されている。
【図４１Ｃ】スライダのリッジを把持するための１つの実施形態を用いて、封止用構造部
材のジッパー側面部上に動作可能に係合した図４０のスライダの側面斜視図である。
【図４１Ｄ】スライダのリッジを把持するための別の実施形態とともに、封止用構造部材
のジッパー側面部上に動作可能に係合した図４０のスライダの側面斜視図である。
【図４１Ｅ】スライダの寸法を示す、図４０のスライダのウイングの底面図であり、明快
のためにスライダの一部分が除去されている。
【図４１Ｆ】図４０のスライダの寸法を示す、図４１Ｅの線４１Ｆ－４１Ｆに沿った拡大
断面図であり、明快のためにスライダの一部分が省略されている。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明は、封止用構造部材の相互係止用側面部材の少なくとも１つの対を開閉するため
のスライダに関する。詳細には、本発明は、封止用構造部材の相互係止用側面部材を開閉
するための少なくとも１つの咬合解除フィンガー又は分離機構を含むヒンジ式スライダに
関する。この点について、封止用構造部材の相互係止用側面部材は、概して、保存袋の側
壁上に提供され、スライダは、袋の相互係止用側面部材上に動作可能に係合するように構
成される。
【００１３】
　本明細書の記載から明らかであるように、用語「袋」は、パウチ、封筒、パケットのよ
うな、物品を収容するように設計された幅広い範囲の構造を包含する。一般に、用語「袋
」は、本明細書で使用される場合、単に、開口部をもついくぶん可撓性の容器を意味し、
袋は、任意の数の物品を担持することが可能である。
【００１４】
　次に図面に着目すると、図１及び図２は、頂部壁１０１から延びた対向する第１の側壁
１０２及び第２の側壁１０４を含み、それらの間に、シングルジッパー又はダブルジッパ
ーのような封止用構造部材を動作可能に受け入れることができるチャネルが規定される、
スライダ１００の一実施形態を示す。第１のウイング１０２及び第２のウイング１０４は
、スライダ１００にヒンジ式結合によって取り付けられた、スライダ１００の側壁を包含
する。詳細には、第１のウイング１０２は、ヒンジ１２０を介してスライダ１００の頂部
壁１０１にヒンジ式結合によって取り付けられ、第２のウイング１０４は、ヒンジ１２１
を介してスライダ１００の頂部壁１０１にヒンジ式結合によって取り付けられる。第１の
ウイング１０２は、スライダ１００の内部脚１３０を露出する開口部１０３を含む。また
、第２のウイング１０４は、図１には示されていない同様の開口部１０５を含む。図１に
示した実施形態では、開口部１０３は中空であるが、代替的には、開口部１０３は、完全
に充填されていても、或いは、部分的に充填されていてもよい。さらに、本発明の趣旨か
ら逸脱することなく、ウイング及び／又は開口部の固有の形状及び構成を変更することが
できるので、円弧形状の開口部である開口部１０３は、たとえば図１に示すように、楕円
形又は卵形でもよく、或いは、開口部１０３は、たとえば、円形、矩形、正方形、又は任
意の他の多角形形状のような、異なる形状のものでもよい。頂部壁１０１は、頂部壁１０
１の対向する側部から延びる、垂直に延びた脚１３０、１４０の対を含む。脚１３０は、
ヒンジ１２０で始まる頂部壁１０１から、前面１３０Ａ及び背面１３０Ｂを含む底縁部ま
で延びる（たとえば、図４を参照）。また、脚１４０は、ヒンジ１２１で始まる頂部壁１
０１から、前面１４０Ａ及び背面１４０Ｂを含む底縁部まで延びる。
【００１５】
　図１～図３に示すように、スライダ１００は、頂部壁１０１から、互いに離間している
第１のウイング１０２と第２のウイング１０４との間、及び対を成して互いに離間してい
る脚１３０と脚１４０の間に形成されたチャネルへと延びる、咬合解除フィンガー１１０
のような中央突起を含む。咬合解除フィンガー１１０は、頂部壁１０１の前端部１０１Ｂ
に第１の開放部材１１４（たとえば、図６Ｂ及び図７を参照）を含む。咬合解除フィンガ
ー１１０はまた、頂部壁１０１の後端部１０１Ａに第２の開放部材１１２を含む。咬合解
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除フィンガー１１０の第１の開放部材１１４及び第２の開放部材１１２は、スライダ１０
０が封止用構造部材上に動作可能に係合されると、封止用構造部材の封止用部品を静かに
分離するように構成される。
【００１６】
　図４及び図５に示すように、第１のウイング１０２及び第２のウイング１０４の内部表
面は、第１のウイング１０２及び第２のウイング１０４を、スライダ１００のそれぞれの
脚１３０、１４０に取り付けるための様々な要素を含む。詳細には、第１のウイング１０
２は、開口部１０３の内部表面の対向する側部に配設されたラッチ１３１、１３２の対を
含む。また、強度及び安定性を提供するために、第１のウイング１０２の内部表面上のラ
ッチ１３１、１３２の下方で第１のウイング１０２の底縁部１７０の上方に、クロスバー
１３５が含まれる（たとえば、図６Ａ及び図６Ｂを参照）。また、第１のウイング１０４
は、開口部１０５の内部表面の対向する側部に配設されるラッチ１４１、１４２の対を含
む。さらに、第２のウイング１０４の内部表面は、強度及び安定性を提供するために、ラ
ッチ１４１、１４２の下方で第２のウイング１０４の底縁部１８０の上方に、クロスバー
１３５を含む（たとえば、図６Ａ及び図６Ｂを参照）。さらに、クロスバー１３５、１４
５を保持手段として構成することができ、したがって、クロスバー１３５、１４５は、封
止用構造部材上でスライダ１００を保持する際に補助する。図４の実施形態は、ラッチ１
３１及び１４１が、それらの対応するラッチ１３２及び１４２から約１８０度でそれぞれ
配設されていることを例示するが、ラッチは、それぞれの開口部１０３、１０５の内部表
面の様々な位置に沿って配設することができる。代替的には、ラッチ１３１、１３２、１
４１及び１４２を、それぞれのクロスバー１３５、１４５に沿った１つ以上の位置に配設
することができる。第１のウイング１０２のラッチ１３２は、脚１３０の前面１３０Ａと
係合するように構成され、ラッチ１３１は、脚１３０の背面１３０Ｂと係合するように構
成される。同様に、第２のウイング１０４のラッチ１４２は、脚１４０の前面１４０Ａと
係合するように構成され、ラッチ１４１は、脚１４０の背面１４０Ｂと係合するように構
成される。ラッチ機構は、ラッチ１３１、１３２、１４１及び１４２が、屈曲し、第１の
ウイング１０２及び第２のウイング１０４をそれぞれの脚１３０、１４０と定位置で係止
するために、それぞれの脚１３０、１４０の周りでスナップ嵌合するのに十分な可撓性を
有するという点で、圧縮タイプのラッチである。詳細には、図６Ａ及び図６Ｂに示すよう
に、スライダ１００が閉位置のときには、ラッチ１３１、１３２は、屈曲して、脚１３０
の周りの定位置でスナップ嵌合しており、ラッチ１４１、１４２は、屈曲し、脚１４０の
周りの定位置でスナップ嵌合している。第１のウイング１０２及び第２のウイング１０４
が、それぞれの脚１３０、１４０とラッチ係合すると、ユーザが第１のウイング１０２及
び第２のウイング１０４をそれぞれの脚１３０、１４０と係合解除することが困難になる
。
【００１７】
　同じく図４及び図５に示すように、第１のウイング１０２及び第２のウイング１０４の
各々は、それぞれのウイング１０２、１０４の内部表面の片側に提供された第１の閉鎖バ
ー１５０、１６０及び第２の閉鎖バー１５５、１６５を含む。閉鎖バー１５０、１５５、
１６０、１６５は、スライダ１００が封止用構造部材上に動作可能に係合されると、封止
用部品を咬合させるように構成される。詳細には、図６Ｂに示すように、スライダの前側
は、スライダ１００の頂部壁１０１の前端部１０１Ｂから延びた第１の開放部材１１４を
含み、開放方向にスライダ１００をスライドさせるにつれて、封止用構造部材の封止用部
品を咬合解除するように構成される。１つの実施形態では、第１の開放部材１１４は、ス
ライダ１００の頂部壁１０１から、シングルジッパー封止用構造部材中の封止用部品と係
合する長さ方向位置（又は幅方向位置）まで延びる。別の実施形態では、第１の開放部材
１１４は、好ましくは、スライダ１００の頂部壁１０１から、ダブルジッパー封止用構造
部材の上側封止用部品と係合する長さ方向位置（又は幅方向位置）まで延びるが、ダブル
ジッパー封止用構造部材中の下側封止用部品と係合する長さ方向位置（又は幅方向位置）
までは延びない。ただし、図６Ａに示すように、スライダの裏面は、咬合解除フィンガー
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１１０及び頂部壁１０１の後端部１０１Ａから延びた第２の開放部材１１２を含む。第２
の開放部材１１２は、好ましくは、咬合解除フィンガー１１０から、シングルジッパー封
止用構造部材の封止用部品と係合する長さ方向位置（又は幅方向位置）まで、又はダブル
ジッパー封止用構造部材の下側封止用部品と係合する長さ方向位置（又は幅方向位置）ま
で延びる。同じく図６Ｂに示すように、第１の閉鎖バー１５０、１６０は、閉鎖方向にス
ライダをスライドさせたときに、シングルジッパー封止用構造部材の封止用部品又はダブ
ルジッパー封止用構造部材の上側封止用部品を咬合させる際にこれらの封止用部品の咬合
を補助するように配置される。第２の閉鎖バー１５５、１６５は、閉鎖方向にスライダを
スライドさせたときに、シングルジッパー封止用構造部材の封止用部品又はダブルジッパ
ー封止用構造部材の下側封止用部品を咬合させる際に補助するように配置される。
【００１８】
　図７は、スライダ１００の側断面図を示しており、第１の開放部材１１４及び第２の開
放部材１１２を含む咬合解除フィンガー１１０をより明快に示すために、第２のウイング
１０４が除去されている。詳細には、図７に示すように、咬合解除フィンガー１１０は、
スライダの頂部壁１０１から第２の開放部材１１２まで延び、第１の開放部材１１４は、
接続部材１１３を介して、頂部壁１０１と咬合解除フィンガー１１０の両方に接続されて
いる。したがって、咬合解除フィンガー１１０は、接続部材１１３を介して第１の開放部
材１１４及び第２の開放部材１１２に取り付けられた単一の咬合解除フィンガーである。
代替的には、スライダ１００は、２つの咬合解除フィンガーを備えてもよく、第１の咬合
解除フィンガー１１０は、頂部壁１０１から第２の開放部材１１２まで延び、第１の開放
部材１１４は、頂部壁１０１から直接延び、接続部材１１３は、この代替実施形態から完
全に除去されている。
【００１９】
　図８Ａ、図８Ｂ及び図９は、第１のウイング１０２及び第２のウイング１０４が脚１３
０、１４０から取り外されている、開位置におけるヒンジ式スライダ１００を示す。この
開位置で、スライダ１００を、袋の封止用開閉機構の上に配置し、次いで、第１のウイン
グ１０２及び第２のウイング１０４を下向きにヒンジ結合することによって、封止用開閉
機構上の定位置に取り付けることができる。詳細には、図９に示すように、スライダ１０
０は開位置であり、袋１９０の側壁１９１、１９２の上に配置される。袋１９０は、第１
の封止用部品１９４Ａ及び第２の封止用部品１９４Ｂを含む上側ジッパー側面部１９４と
、第１の封止用部品１９５Ａ及び第２の封止用部品１９５Ｂを含む下側ジッパー側面部１
９５とを備える封止用構造部材を含む。スライダ１００は、開位置において、袋１９０の
側壁１９１、１９２の上に配置され、したがって、スライダ１００の脚１３０、１４０は
、袋１９０の側壁１９１、１９２の外部表面を跨ぐ。さらに、スライダ１００は、咬合解
除フィンガー１１０が、袋１９０の側壁１９１、１９２の内部表面の間に、かつ、上側ジ
ッパー側面部１９４と下側ジッパー側面部１９５との間に配設されるように配置される。
【００２０】
　図１０は、スライダ１００の第１のウイング１０２及び第２のウイング１０４間におけ
るヒンジ結合の初期状態を示す。詳細には、第１のウイング１０２及び第２のウイング１
０４は、袋１９０の底部に向かって下向きに回転し、ヒンジ１２０、１２１が回転軸とし
て働く。図１１は、スライダ１００の脚１３０、１４０上の定位置に係止された第１のウ
イング１０２及び第２のウイング１０４を示す。この閉位置では、第１のウイング１０２
及び第２のウイング１０４のラッチ１３１、１３２、１４１及び１４２（たとえば、図８
Ａ及び図８Ｂを参照）は、それぞれの脚１３０、１４０上の定位置にスナップ嵌合され、
スライダ１００は、組付けられた状態であり、封止用構造部材、すなわち、上側ジッパー
側面部１９４及び下側ジッパー側面部１９５上に動作可能に係合される。同じく図１１に
示すように、上側ジッパー側面部１９４及び下側ジッパー側面部１９５は、袋１９０の少
なくとも一端で咬合する位置にあり、したがって、第１の封止用部品１９４Ａは、上側ジ
ッパー側面部１９４の第２の封止用部品１９４Ｂと咬合しており、第１の封止用部品１９
５Ａは、下側ジッパー側面部１９５の第２の封止用部品１９５Ｂと咬合している。
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【００２１】
　図１２は、図９～図１１に示したダブルジッパー側面部上に動作可能に係合される、図
１１に示したスライダ１００の一実施形態を示す。図１２に示すように、上側ジッパー側
面部１９４の第１の封止用部品１９４Ａ及び第２の封止用部品１９４Ｂ、並びに下側ジッ
パー側面部１９５の第１の封止用部品１９５Ａ及び第２の封止用部品１９５Ｂは、スライ
ダ１００の頂部壁１０１の下の、脚１３０と１４０との間、かつ、第１のウイング１０２
及び第２のウイング１０４との間に配設される。頂部壁１０１の後端部１０１Ａから延び
た咬合解除フィンガー１１０は、上側ジッパー側面部１９４の第１の封止用部品１９４Ａ
と第２の封止用部品１９４Ｂとの間、かつ、下側ジッパー側面部１９５の第１の封止用部
品１９５Ａと第２の封止用部品１９５Ｂとの間に区域に配設される。詳細には、咬合解除
フィンガー１１０の第２の開放部材１１２は、下側ジッパー側面部１９５の第１の封止用
部品１９５Ａ及び第２の封止用部品１９５Ｂに隣接して、又はそのわずかに上方に配設さ
れ、したがって、咬合解除フィンガー１１０の第２の開放部材１１２は、下側ジッパー側
面部１９５の第１の封止用部品１９５Ａ及び第２の封止用部品１９５Ｂと相互作用する。
しかしながら、咬合解除フィンガー１１０及び第２の開放部材１１２は、下側ジッパー側
面部１９５の第１の封止用部品１９５Ａ及び第２の封止用部品１９５Ｂの下方の点まで延
びていない。スライダ１００の第１のウイング１０２は、頂部壁１０１から第１の底縁部
１７０まで延び、スライダ１００の第２のウイング１０４は、頂部壁１０１から第２の底
縁部１８０まで延びる。クロスバー１３５、１４５は、底縁部１７０、１８０にそれぞれ
取り付けられ、したがって、クロスバー１３５、１４５は、下側ジッパー側面部１９５の
第１の封止用部品１９５Ａ及び第２の封止用部品１９５Ｂの下方の点までに延びることに
よって、袋１９０の側壁１９１、１９２上でスライダ１００を保持する機能を補強するす
る。
【００２２】
　図６Ａ、図６Ｂ、図１１及び図１２を参照すると、ユーザによるスライドなどによって
、スライダ１００が、ジッパー側面部に沿って咬合方向に、すなわち、図１１の右から左
に動作可能に移動すると、第１の閉鎖バー１５０、１６０は、上側ジッパー側面部１９４
の第１の封止用部品１９４Ａと第２の封止用部品１９４Ｂをそれぞれ咬合させる。第２の
閉鎖バー１５５、１６５は、下側ジッパー側面部１９５の第１の封止用部品１９５Ａと第
２の封止用部品１９５Ｂとをそれぞれ咬合させる。スライダ１００を咬合解除方向に、す
なわち、図１１の左から右に動作可能に移動させると、第１の開放部材１１４は、上側ジ
ッパー側面部１９４の第１の封止用部品１９４Ａと第２の封止用部品１９４Ｂの間で拡張
し、楔合アクションによりこれらの封止用部品を離すことによって、それらを咬合解除す
る。その後、咬合解除方向に第１の開放部材１１４を引き戻す第２の開放部材１１２は、
楔合アクションにより、下側ジッパー側面部１９５の第１の封止用部品１９５Ａと第２の
封止用部品１９５Ｂとを咬合解除する。
【００２３】
　図１３Ａ～図１３Ｅは、頂部壁５０１から延びた第１のウイング５０２及び第２のウイ
ング５０４を含み、それらの間に、シングルジッパー封止用構造部材又はダブルジッパー
封止用構造部材のような封止用構造部材を動作可能に受け入れることができるチャネルが
規定される、スライダ５００の一実施形態を示す。第１のウイング５０２は、スライダを
形成する材料が充填された弧状部分５０３を含む。また、第２のウイング５０４は、図１
３Ａには示されていない同様の弧状部分を含む。図１３Ａに示した実施形態では、弧状部
分５０３は、充填されているが、代替的には、弧状部分５０３は中空であっても、又は部
分的に充填されていてもよい。さらに、本発明の趣旨から逸脱することなく、ウイング及
び／又は弧状部分の固有の形状及び構成を変更することができるので、弧状部分５０３は
異なる形状のものでよい。
【００２４】
　図１３Ａ及び図１３Ｂに示すように、スライダ５００は、頂部壁５０１から、互いに離
間している第１のウイング５０２と第２のウイング５０４との間に形成されたチャネルへ
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と延びる、咬合解除フィンガー５１０のような中央突起を含む。咬合解除フィンガー５１
０は、開放端部５２０及び閉鎖端部５１５、並びに咬合解除フィンガー５１０の閉鎖端部
５１５の近くのＣ字型の凹部５１２を含む。Ｃ字型の凹部５１２は、結果として、Ｃ字型
の凹部５１２に対向する咬合解除フィンガー５１０の側部に凸部５１４を生じる。同じく
閉鎖端部５１５の近くにある凸部５１４は、シングルジッパー側面部又はダブルジッパー
側面部の封止用部品を静かに分離する。
【００２５】
　図１３Ｃ～図１３Ｅは、スライダ５００の咬合解除フィンガー５１０についての変質実
施形態を示す。詳細には、図１３Ｃは、２つのＣ字型の凹部を備える咬合解除フィンガー
５１０を示す。図１３Ｃに示すように、咬合解除フィンガー５１０は、閉鎖端部５１５の
近くに対向する凸部５１６をもつ第２のＣ字型の凹部５１８とともに、図１３Ｂに示した
Ｃ字型の凹部５１２及び対向する凸部５１４を含む。図１３Ｄは、シングルジッパー側面
部又はダブルジッパー側面部の封止用部品を分離するための、咬合解除フィンガー５１０
から延びた第１の部分５２２及び第２の部分５２４をもつＹ字型の突起を備える咬合解除
フィンガー５１０を示す。図１３Ｅは、咬合解除フィンガー５１０の追加の実施形態を示
す。図１３Ｅに示すように、咬合解除フィンガー５１０は、シングルジッパー側面部又は
ダブルジッパー側面部の封止用部品を分離することが可能なフック形状に類似した湾曲突
起５２５を含む。図１３Ａ～図１３Ｅに示した実施形態に加えて、本発明の趣旨から逸脱
することなく、咬合解除フィンガー５１０の固有の形状及び構成を変更することができる
ので、咬合解除フィンガー５１０は異なる形状のものもよい。さらに、図１３Ａ～図１３
Ｅの様々な実施形態の咬合解除フィンガー５１０を、図１～図１２に示したスライダの咬
合解除フィンガー１１０の代わりに使用してもよい。
【００２６】
　図１４及び図１５は、対向する第１のウイング２０２及び第２のウイング２０４も含む
スライダ２００の別の実施形態を示す。第１のウイング２０２は、頂部表面２０２Ａ及び
底縁部２０２Ｃを含む（たとえば、図１９Ａを参照）。第２のウイング２０４は、頂面２
０２Ａ及び底縁部２０４Ｃを含む（たとえば、図１９Ａを参照）。第１のウイング２０２
は、ヒンジ２３０Ｂを介して、第１のウイング２０２の底縁部２０２Ｃにおいてスライダ
２００の脚２３０にヒンジ式結合によって取り付けられ、第２のウイング２０４は、ヒン
ジ２４０Ｂを介して、第２のウイング２０４の底縁部２０４Ｃにおいてスライダ２００の
脚２４０にヒンジ式結合によって取り付けられる。第１のウイング２０２は、スライダ２
００の脚２３０を露出する開口部２０３を含む。また、第２のウイング２０４は、図１４
には示されていない同様の開口部２０５を含む。図１４に示した実施形態では、開口部２
０３は中空であるが、代替的には、開口部２０３は、完全に充填されていても、或いは、
部分的に充填されていてもよい。さらに、本発明の趣旨から逸脱することなく、ウイング
及び／又は開口部の固有の形状及び構成を変更することができるので、この実施形態では
実質的に矩形である開口部２０３は異なる形状のものでよい。スライダ２００の脚２３０
、２４０は、垂直に延びており、スライダ２００の頂部壁２０１から第１のウイング２０
２及び第２のウイング２０４のそれぞれの底縁部２０２Ｃ、２０４Ｃに延びる。脚２３０
は、スライダ２００の頂部壁２０１に隣接して凹部又は開口部２３０Ａを含み、脚２４０
は、スライダ２００の頂部壁２０１に隣接して凹部又は開口部２４０Ａを含む。脚２３０
、２４０の開口部２３０Ａ、２４０Ａは、第１のウイング２０２及び第２のウイング２０
４のそれぞれのラッチを受けるように構成され、それについては以下により詳細に記載す
る。開口部２３０Ａに対向する脚２３０の底端部は、ヒンジ２３０Ｂを含み、ヒンジ２３
０Ｂは、脚２３０を第１のウイング２０２に取り付ける。開口部２３０Ａに対向する脚２
４０の底端部は、ヒンジ２４０Ｂを含み、ヒンジ２３０Ｂは、脚２４０を第２のウイング
２０４に取り付ける。以下により詳細に記載するように、この実施形態のスライダ２００
の第１のウイング２０２及び第２のウイング２０４は、上向きにヒンジ結合する。スライ
ダ２００の第１のウイング２０２及び第２のウイング２０４の上向きのヒンジ結合は、ス
ライダ本体をより狭くし、ラッチの強度を上げるだけでなく、組付け中のジッパー側面部
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（単数又は複数）への損傷を防止することが分かっているスライダ２００の頂部壁２０１
におけるラッチ係合を可能にすることが分かっている。
【００２７】
　図１４に示すように、スライダ２００が閉位置にあるとき、第１のウイング２０２の頂
部表面２０２Ａは、第２のウイング２０４の頂部表面２０４Ａに隣接して配置され、スラ
イダ２００の頂部壁２０１及び脚２３０、２４０の開口部２３０Ａ、２４０Ａは、頂部表
面２０２Ａ、２０４Ａにより覆われる。さらに、閉位置では、スライダ２００の第１のウ
イング２０２及び第２のウイング２０４は、それらの間に、シングルジッパー又はダブル
ジッパーのような封止用構造部材を動作可能に受け入れることができるチャネルを規定す
る。スライダ２００は、頂部壁２０１から、互いに離間している第１のウイング２０２と
第２のウイング２０４との間、及び対を成して互いに離間している脚２３０と脚２４０の
間に形成されたチャネルへと延びる、支持部材２１０をさらに含む。支持部材２１０は、
支持部材２１０の遠位端に第２のジッパー側面部開放部材２１２を含む。第２のジッパー
側面部開放部材２１２は、ジッパー側面部に沿ったスライダ移動方向に対して直交して延
びる、第１のショルダー部材２１２Ａ及び第２のショルダー部材２１２Ｂ（たとえば、図
１６及び図１８を参照）を含む。第１のショルダー部材２１２Ａ及び第２のショルダー部
材２１２Ｂは、好ましくは、シングルジッパー封止用構造部材又はダブルジッパー封止用
構造部材のそれぞれの封止用部品に向かって延びる弧状部材を含む。第２のジッパー側面
部開放部材２１２の第１のショルダー部材２１２Ａ及び第２のショルダー部材２１２Ｂに
より、支持部材２１０の遠位端が、シングルジッパー封止用構造部材又はダブルジッパー
封止用構造部材の封止用部品を楔合アクションにより咬合解除するのに必要な幅に達する
ことが可能になる。好ましい実施形態では、第２のジッパー側面部開放部材２１２は、下
側ジッパー側面部を貫通することなく、ダブルジッパー封止用構造部材の下側ジッパー側
面部の封止用部品を、楔合アクションにより咬合解除するように構成される。第２のジッ
パー側面部開放部材２１２の幅は、下側ジッパー側面部の封止用部品を開放するのに十分
であるが、この幅は、上側ジッパー側面部と下側ジッパー側面部との間に形成することが
できるデテントに収容されるのに十分な小ささであり、それについては以下により詳細に
記載する。１つの実施形態では、上側ジッパー側面部と下側ジッパー側面部とは、中心間
間隔において互いから、約１５０ｍｉｌから約２２５ｍｉｌ、好ましくは、約２００ｍｉ
ｌだけ離間している。さらに、各ジッパー側面部の（第１の封止用部品の後側から第２の
封止用部品の対向する後側で測定される）幅は、５０ｍｉｌから約８０ｍｉｌの、好まし
くは、約５２ｍｉｌから約５６ｍｉｌの厚さである。この実施形態では、第２のジッパー
側面部開放部材２１２は、好ましくは、上述した厚さ並びに上述したような上側ジッパー
側面部からの中心間間隔をもつ下側ジッパー側面部の封止用部品を効果的に咬合解除する
ために、約４０ｍｉｌから約１６０ｍｉｌの、より好ましくは約７０ｍｉｌから約１２８
ｍｉｌの幅（すなわち、第１のショルダー部材２１２Ａの縁部から第２のショルダー部材
２１２Ｂの縁部まで）を有する。
【００２８】
　図１５に示すように、支持部材２１０はまた、ジッパー側面部上でスライダを保持する
際に補助する保持部材２０８を含み、それにより、ユーザは簡単には、スライダを袋から
垂直方向に引くことができない。支持部材２１０は、好ましくは、保持部材２０８の反対
側に、同様の保持部材２０９を含むが、それは、図１６～図１８に示されていない。保持
部材２０８、２０９は、ジッパー側面部（単数又は複数）の封止用部品の下面、好ましく
は、上側ジッパー側面部の封止用部品の下面と係合することによって、ジッパー側面部上
でスライダを保持する際に補助するように構成される。ただし、保持部材２０８、２０９
は、封止用部品を咬合解除するように、支持部材２１０から、保持部材２０８、２０９が
封止用部品又は封止用部品のベースストリップと相互作用する点までは延びない。図１４
～図２５のスライダの支持部材２１０及び第２のジッパー側面部開放部材２１２は、スラ
イダ２００の第１のウイング２００及び第２のウイングの外２０４側の区域まで延びるが
、代替的には、支持部材２１０及び第２のジッパー側面部開放部材２１２を全体的に、ス
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ライダ２００の第１のウイング２０２及び第２のウイング２０４内に配置することができ
る。
【００２９】
　たとえば図２０に示すように、スライダ２００は、第１のジッパー側面部開放部材２１
４をさらに含む（たとえば、図３８Ａ及び図３８Ｃも参照）。第１のジッパー側面部開放
部材２１４は、支持部材２１０に取り付けることができ（たとえば、図２０を参照）、し
たがって、スライダは、第１のジッパー側面部開放部材２１４、及び第２のジッパー側面
部開放部材２１２をもつ支持部材２１０を備える単一の分離機構を含む。代替実施形態で
は、第１のジッパー側面部開放部材２１４は、スライダの頂部壁２０１に直接取り付けら
れ、したがって、第１のジッパー側面部開放部材２１４は、支持部材２１０及び第２のジ
ッパー側面部開放部材２１２とは異なる別個の分離要素である（たとえば、以下により詳
細に記載する図３０及び図３２の実施形態を参照）。
【００３０】
　図１５及び図１６に示すように、第１のウイング２０２の内部表面２０２Ｂ、並びに第
２のウイング２０４の内部表面２０４Ｂは、第１のウイング２０２及び第２のウイング２
０４をスライダ２００のそれぞれの脚２３０、２４０に取り付けるための様々な要素を含
む。詳細には、第１のウイング２０２は、開口部２０３の上方にある第１のウイング２０
２の頂部表面２０２Ａの下面に配設されたラッチ２３２を含む。第２のウイング２０４は
、開口部２０５の上方にある第１のウイング２０４の頂部表面２０４Ａの下面に配設され
たラッチ２４２を含む。図１５及び図１６の実施形態は、第１のウイング２０２上の単数
のラッチ２３２、及び第２のウイング２０４上の単数のラッチ２４２を示しているが、こ
の実施形態の単数のラッチ構造とは対照的に、複数のラッチを使用してもよい。代替的に
は、ウイング２０２、２０４のうちの１つのみが、ラッチ（単数又は複数）を含んでもよ
く、対向するウイングが、ラッチのための係合機構を含んでもよい。第１のウイング２０
２のラッチ２３２は、脚２３０の開口部２０３Ａと係合するように構成され、第２のウイ
ング２０４のラッチ２４２は、脚２４０の開口部２４０Ａと係合するように構成される。
ラッチ機構は、ラッチ２３２及び２４２が、屈曲し、第１のウイング２０２及び第２のウ
イング２０４をそれぞれの脚２３０、２４０と定位置で係止するために、それぞれの脚２
３０、２４０のそれぞれの孔２３０Ａ、２４０Ａの中の定位置でスナップ嵌合するのに十
分な可撓性を有するという点で、圧縮タイプのラッチである。詳細には、図１９Ａ及び図
１９Ｂに示すように、スライダ２００が閉位置のときには、ラッチ２３２は、屈曲して、
脚２３０の開口部２３０Ａの中の定位置でスナップ嵌合しており、ラッチ２４２は、屈曲
し、脚２４０の開口部２４０Ａの中の定位置でスナップ嵌合している。第１のウイング２
０２及び第２のウイング２０４が、それぞれの脚２３０、２４０とラッチ係合すると、ユ
ーザが第１のウイング２０２及び第２のウイング２０４をそれぞれの脚２３０、２４０と
係合解除することが困難になる。
【００３１】
　同じく図１５及び図１６に示したように、第１のウイング２０２は、第１の閉鎖バー２
５５、第２の閉鎖バー２７０、並びに第１のウイング２０２の内部表面２０２Ｂ上に提供
されたバッカーバー２５０Ａ及び２５０Ｂの対を含む。第２のウイング２０４もまた、第
１の閉鎖バー２６５、第２の閉鎖バー２８０、並びに第２のウイング２０４の内部表面２
０２Ｂ上に提供されたバッカーバー２６０Ａ及び２６０Ｂの対を含む。閉鎖バー２５５、
２６５、２７０、２８０は、スライダ２００が封止用構造部材上に動作可能に係合される
と、封止用部品を咬合解除するように構成され、バッカーバー２５０Ａ、２５０Ｂ、２６
０Ａ及び２６０Ｂは、スライダに強度及び安定性を提供するだけでなく、ジッパー側面部
（単数又は複数）上でスライダを保持する際に補助するように構成される。同じく図１６
に示したように、第１のウイング２０２の第１の閉鎖バー２５５及び第２の閉鎖バー２７
０、並びに第２のウイング２０４の第１の閉鎖バー２６５及び第２の閉鎖バー２８０は、
それぞれのウイング２０２、２０４及びそれぞれの脚２３０、２４０の両側に提供される
。図１６の実施形態は、スライダの前端部に配置されている第１の閉鎖バー２５５、２６
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５、及びスライダの後端部に配置されている第２の閉鎖バー２７０、２８０を示している
が、第１の閉鎖バー２５５、２６５が、第２の閉鎖バー２７０、２８０からオフセットし
て、又は互い違いに配置される限り、ウイングの内部表面に沿った任意の点に、閉鎖バー
２５５、２６５、２７０、２８０を配置することができる。そのように閉鎖バーを配置す
ることによって、スライダの内部偏向力を平衡化させることができ、第１の閉鎖バー２５
５、２６５による封止用部品の咬合は、第２の閉鎖バー２７０、２８０による封止用部品
の咬合に影響を与えなくなる。好ましい実施形態では、第１の閉鎖バー２５５、２６５は
、ダブルジッパー封止用構造部材の上側ジッパー側面部の封止用部品を咬合させるように
構成され、第２の閉鎖バー２７０、２８０は、ダブルジッパー封止用構造部材の下側ジッ
パー側面部の封止用部品を咬合させるように構成される。したがって、第１の閉鎖バー２
５５、２６５による上側ジッパー側面部の封止用部品の咬合は、第２の閉鎖バー２７０、
２８０による下側ジッパー側面部の封止用部品の咬合に影響を与えない。他の好ましい実
施形態では、第２の閉鎖バー２７０、２８０は、スライダが袋のジッパー側面部を効果的
に咬合させたときに、袋の端部から４００ｍｉｌ超とならないように配置される。
【００３２】
　図１９Ａに示したように、スライダ２００はまた、スライダ２００の頂部壁２０１から
延びるジッパー側面部開放部材２１４を含む。第１のジッパー側面部開放部材２１４は、
開放方向にスライダ２００をスライドさせるにつれて、封止用構造部材の封止用部品を咬
合解除するように構成される。第１のジッパー側面部開放部材２１４は、好ましくは、ス
ライダ２００の頂部壁２０１から、ダブルジッパー封止用構造部材中の下側封止用部品と
係合しない長さ（又は幅）まで延びる。ただし、第１のジッパー側面部開放部材２１４は
、好ましくは、スライダ２００の頂部壁２０１から、ダブルジッパー封止用構造部材中の
上側封止用部品と係合するのに必要な長さ方向位置（又は幅方向位置）まで延びる。した
がって、好ましい実施形態では、第１のジッパー側面部開放部材２１４は、ダブルジッパ
ー封止用構造部材の上側封止用部品のみを開放するように構成される。さらに、図１９Ｂ
に示したように、スライダ２００の後側は、スライダ２００の頂部壁２０１から第２のジ
ッパー側面部開放部材２１２に延びる支持部材２１０（図１９Ｂの断面図には示されてい
ないショルダー部材２１２Ａ、２１２Ｂ）を含み、支持部材２１０は、開放方向にスライ
ダ２００をスライドさせるにつれて、封止用構造部材の封止用部品を咬合解除するように
構成される。好ましくは、支持部材２１０及び第２のジッパー側面部開放部材２１２は、
スライダ２００の頂部壁２０１から、ダブルジッパー封止用構造部材の下側封止用部品を
分離するのに必要な長さ方向位置（又は幅方向位置）まで延びる。したがって、好ましい
実施形態では、第２のジッパー側面部開放部材２１２は、下側封止用部品を通って延びる
ことなく、ダブルジッパー封止用構造部材の下側封止用部品のみを開放するように構成さ
れる。同じく図１９Ａ及び図１９Ｂに示したように、第１の閉鎖バー２５５、２６５は、
閉鎖方向にスライダをスライドさせたときに、ダブルジッパー封止用構造部材の上側封止
用部品を咬合させる際に補助するように配置され、第２の閉鎖バー２７０、２８０は、閉
鎖方向にスライダをスライドさせたときに、ダブルジッパー封止用構造部材の下側封止用
部品咬合させる際に補助するように配置される。
【００３３】
　図２０は、スライダ２００の側断面図を示しており、支持部材２１０、第１のジッパー
側面部開放部材２１４、及び第２のジッパー側面部開放部材２１２をより明快に示すため
に、第２のウイング２０４が除去されている。詳細には、図２０に示すように、支持部材
２１０は、スライダの頂部壁２０１から第２のジッパー側面部開放部材２１２まで延び、
第１のジッパー側面部開放部材２１４は、接続部材２１５を介して、頂部壁２０１と支持
部材２１０の両方に接続されている。接続部材２１５は、好ましくは、頂部壁２０１の下
面２０６に接続される（たとえば、図１８を参照）。したがって、スライダ２００は、接
続部材２１５を介して（ｉ）第２のジッパー側面部開放部材２１２、及び（ｉｉ）第１の
ジッパー側面部開放部材２１４に取り付けられる支持部材２１０を備える単数の咬合解除
フィンガー又は分離機構を含む。代替的には、スライダ２００は、２つの咬合解除フィン
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ガーを備えることができ、支持部材２１０及び第２のジッパー側面部開放部材２１２は、
第１の咬合解除フィンガーを備え、頂部壁２０１から直接延びる第１のジッパー側面部開
放部材２１４は、異なる別個の咬合解除フィンガーであり、したがって、接続部材２１５
は、この代替実施形態から完全に除去される（たとえば、図３０及び図３２の実施形態を
参照）。
【００３４】
　図２１Ａ、図２１Ｂ及び図２２は、開位置におけるヒンジ式スライダ２００を示し、第
１のウイング２０２及び第２のウイング２０４のラッチ２３２、２４２が、脚２３０、２
４０の開口部２３０Ａ、２４０Ａから除去されている。この開位置で、スライダ２００を
、袋の封止用開閉機構の上に配置し、次いで、第１のウイング２０２及び第２のウイング
２０４を上向きにヒンジ結合することによって、封止用開閉機構上の定位置に取り付ける
ことができる。詳細には、図２２に示すように、スライダ２００は開位置であり、袋１９
０の側壁１９１、１９２の上に配置される。袋１９０は、第１の封止用部品１９４Ａ及び
第２の封止用部品１９４Ｂを含む上側ジッパー側面部１９４と、第１の封止用部品１９５
Ａ及び第２の封止用部品１９５Ｂを含む下側ジッパー側面部１９５とを備える封止用構造
部材を含む。スライダ２００は、開位置において、袋１９０の側壁１９１、１９２の上に
配置され、したがって、スライダ２００の脚２３０、２４０は、袋１９０の側壁１９１、
１９２の外部表面を跨ぐ。さらに、スライダ２００は、少なくとも第２のジッパー側面部
開放部材２１２が、袋１９０の側壁１９１、１９２の側壁の間に、かつ、上側ジッパー側
面部１９４と下側ジッパー側面部１９５との間に配設されるように配置されるように配置
される。
【００３５】
　図２３は、スライダ２００の第１のウイング２０２及び第２のウイング２０４の初期ヒ
ンジ結合を示す。詳細には、第１のウイング２０２及び第２のウイング２０４は、スライ
ダ２００の頂部壁２０１及び袋１９０の頂部に向かって上向きに回転し、ヒンジ２３０Ｂ
、２４０Ｂが回転軸として働く。図２４は、スライダ２００の脚２３０、２４０上の定位
置に係止された第１のウイング２０２及び第２のウイング２０４を示す。この閉位置では
、第１のウイング２０２及び第２のウイング２０４のラッチ２３２及び２４２は、それぞ
れの脚２３０、２４０のそれぞれの開口部２３０Ａ、２４０Ａ上の定位置にスナップ嵌合
され、スライダ２００は、組付け状態であり、封止用構造部材、すなわち、上側ジッパー
側面部１９４及び下側ジッパー側面部１９５上に動作可能に係合される。また、図２４は
、閉位置において、スライダ２００が、スライダの後端部に切欠部２９０、２９５の対を
含むことを示す。これらの切欠部２９０、２９５は、垂直スライダ保持を補助するように
構成される。詳細には、これらの切欠部２９０、２９５は、ジッパー側面部、好ましくは
、上側ジッパー側面部が落下する区域を提供し、それにより、ジッパー側面部（単数又は
複数）を引き離すために開放力を印加したときに、ジッパー側面部（単数又は複数）上に
スライダが残る。したがって、これらの切欠部２９０、２９５を含むことによって、ジッ
パー側面部（単数又は複数）を引き離し、袋からスライダを取り外すために、より高い開
放力が必要となる。同じく図２４に示すように、上側ジッパー側面部１９４及び下側ジッ
パー側面部１９５は、袋１９０の少なくとも一端で咬合位置にあり、したがって、側壁１
９１、１９２は、互いに隣接して配置され、第１の封止用部品１９４Ａは、上側ジッパー
側面部１９４の第２の封止用部品１９４Ｂと咬合しており、第１の封止用部品１９５Ａは
、下側ジッパー側面部１９５の第２の封止用部品１９５Ｂと咬合している。
【００３６】
　図２５は、図２２～図２４に示したダブルジッパー側面部上に動作可能に係合される、
図２４に示したスライダ２００の一実施形態を示す。図２５に示すように、上側ジッパー
側面部１９４の第１の封止用部品１９４Ａ及び第２の封止用部品１９４Ｂ、並びに下側ジ
ッパー側面部１９５の第１の封止用部品１９５Ａ及び第２の封止用部品１９５Ｂは、スラ
イダ２００の頂部壁２０１の下の、脚２３０と２４０との間、かつ、第１のウイング２０
２及び第２のウイング２０４との間に配設される。開放方向であるこの図では、スライダ
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２００の頂部壁２０１から延びた第１のジッパー側面部開放部材２１４は、上側ジッパー
側面部１９４の第１の封止用部品１９４Ａと第２の封止用部品１９４Ｂとの間、かつ、下
側ジッパー側面部１９５の第１の封止用部品１９５Ａと第２の封止用部品１９５Ｂとの間
に区域に配設される。詳細には、第１のジッパー側面部開放部材２１４が、上側ジッパー
側面部１９４の第１の封止用部品１９４Ａと第２の封止用部品１９４Ｂとを咬合解除する
につれて、第１のジッパー側面部開放部材２１４は、上側ジッパー側面部１９４の第１の
封止用部品１９４Ａと第２の封止用部品１９４Ｂとの間に楔合される。同じく図２５に示
したように、延長部材４００は、以下により詳細に記載する第１の保持部材２１７及び第
２の保持部材２１８とともに、上側ジッパー側面部１９４の第１の封止用部品１９４Ａ及
び第２の封止用部品１９４Ｂの下方、かつ、下側ジッパー側面部１９５の第１の封止用部
品１９５Ａ及び第２の封止用部品１９５Ｂの上方に配置される。しかしながら、第１のジ
ッパー側面部開放部材２１４及び延長部材４００は、下側ジッパー側面部１９５の第１の
封止用部品１９５Ａ及び第２の封止用部品１９５Ｂに隣接する、又はその下方の点まで延
びていない。図２５はさらに、頂部表面２０２Ａから底縁部２０２Ｃ及びヒンジ２３０Ｂ
まで延びたスライダ２００の第１のウイング２０２、及び頂部表面２０４Ａから底縁部２
０４Ｃ及びヒンジ２４０Ｂまで延びたスライダ２００の第２のウイング２０４を示す。
【００３７】
　図１９Ａ、図１９Ｂ、図２４及び図２５を参照すると、ユーザによるスライドなどによ
って、スライダ２００が、ジッパー側面部に沿って咬合方向に、すなわち、図２４の右か
ら左に動作可能に移動すると、第１の閉鎖バー２５５、２６５は、上側ジッパー側面部１
９４の第１の封止用部品１９４Ａと第２の封止用部品１９４Ｂとをそれぞれ咬合させる。
第２の閉鎖バー２７０、２８０は、下側ジッパー側面部１９５の第１の封止用部品１９５
Ａと第２の封止用部品１９５Ｂとを咬合させる。スライダ２００を咬合解除方向に、すな
わち、図２４の左から右に動作可能に移動させると、第１のジッパー側面部開放部材２１
４は、上側ジッパー側面部１９４の第１の封止用部品１９４Ａと第２の封止用部品１９４
Ｂの間で拡張し、楔合アクションによりこれらの封止用部品を離すことによって、それら
を咬合解除する（たとえば、図２５を参照）。その後、咬合解除方向に第１のジッパー側
面部開放部材２１４を引き戻す第２のジッパー側面部開放部材２１２は、少なくとも上側
ジッパー側面部１９４と下側ジッパー側面部１９５との間の区域と相互作用すること、又
はそれを押圧することによって、下側ジッパー側面部１９５の第１の封止用部品１９５Ａ
と第２の封止用部品１９５Ｂとを咬合解除する。ただし、たとえば上側ジッパー側面部１
９４上のようなジッパー側面部上でスライダを保持する際に補助するように支持部材２１
０上に含まれる保持部材２０８、２０９は、上記で論じたように、上側ジッパー側面部１
９４又は下側ジッパー側面部１９５の封止用部品と相互作用しないように、又は咬合解除
しないように構成される。さらに、延長部材４００、並びに、上記で論じた第１の保持部
材２１７及び第２の保持部材２１８は、たとえば上側ジッパー側面部１９４のようなジッ
パー側面部上でスライダを保持する際に補助するように同じく含まれ、上側ジッパー側面
部１９４又は下側ジッパー側面部１９５の封止用部品と相互作用しないように、又は咬合
解除しないように構成される。
【００３８】
　図２６及び図２７は、対向する第１のウイング３０２及び第２のウイング３０４も含む
スライダ３００の別の実施形態を示す。第１のウイング３０２は、頂部表面３０２Ａ及び
底縁部３０２Ｂを含む（たとえば、図３１Ａを参照）。第２のウイング３０４は、頂部表
面３０４Ａ及び底縁部３０４Ｂを含む（たとえば、図３１Ａを参照）。第１のウイング３
０２は、ヒンジ３３０Ｂを介して、第１のウイング３０２の底縁部３０２Ｂにおいてスラ
イダ３００の脚３３０にヒンジ式結合によって取り付けられ、第２のウイング３０４は、
ヒンジ３４０Ｂを介して、第２のウイング３０４の底縁部３０４Ｂにおいてスライダ３０
０の脚３４０にヒンジ式結合によって取り付けられる。第１のウイング３０２は、スライ
ダ３００を形成する材料が充填された弧状部分３０３を含む。また、第２のウイング３０
４は、図２６には示されていない同様の弧状部分３０５を含む。図２６に示した実施形態
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では、弧状部分３０３は充填されているが、代替的には、弧状部分３０３は中空であって
も、又は部分的に充填されていてもよい。さらに、弧状部分３０３は、たとえば図２６に
示すように、楕円であっても、又は卵形状であってもよい。ただし、ウイング及び／又は
弧状部分固有の形状及び構成は、本発明の趣旨から逸脱することなく変更することができ
るので、弧状部分３０３は、たとえば、円形、矩形、正方形、又は任意の他の多角形形状
のような、異なる形状のものでもよい。スライダ３００の脚３３０、３４０は、垂直に延
びており、スライダ３００の頂部壁３０１からそれぞれの第１のウイング３０２及び第２
のウイング３０４の底縁部３０２Ｂ、３０４Ｂまで延びる。第１のウイング３０２の底縁
部３０２Ｂに隣接する脚３３０の底端部は、ヒンジ３３０Ａを含み、ヒンジ３３０Ａは、
脚３３０を第１のウイング３０２に取り付ける。第２のウイング３０４の底縁部３０４Ｂ
に隣接する脚３４０の底端部は、ヒンジ３４０Ａを含み、ヒンジ３４０Ａは、脚３４０を
第２のウイング３０４に取り付ける。以下により詳細に記載するように、この実施形態の
スライダ３００の第１のウイング３０２及び第２のウイング３０４は、上向きにヒンジ結
合する。上記で論じたように、スライダ３００の第１のウイング３０２及び第２のウイン
グ３０４の上向きのヒンジ結合は、スライダ本体をより狭くし、ラッチの強度を上げるだ
けでなく、組付け中のジッパー側面部（単数又は複数）への損傷を防止することが分かっ
ているスライダ３００の頂部におけるラッチ係合を可能にすることが分かっている。
【００３９】
　図２６に示すように、スライダ３００が閉位置にあるとき、第１のウイング３０２の頂
部表面３０２Ａは、第２のウイング３０４の頂部表面３０４Ａに隣接して配置され、スラ
イダ３００の頂部壁３０１及び脚３３０、３４０の頂部壁３０１は、頂部表面３０２Ａ、
４０４Ａにより覆われる。さらに、閉位置では、スライダ３００の第１のウイング３０２
及び第２のウイング３０４は、それらの間に、シングルジッパー又はダブルジッパーのよ
うな封止用構造部材を動作可能に受け入れることができるチャネルを規定する。スライダ
３００は、頂部壁３０１から、互いに離間している第１のウイング３０２と第２のウイン
グ３０４との間、及び対を成して互いに離間している脚３３０と脚３４０の間に形成され
たチャネルへと延びる、支持部材３１０をさらに含む。図１４～図２５の実施形態に示し
た支持部材２１０と実質的に同様である支持部材３１０は、遠位端に第２のジッパー側面
部開放部材３１２を含む。第２のジッパー側面部開放部材３１２は、ジッパー側面部に沿
ったスライダ移動方向に対して直交して延びる、第１のショルダー部材３１２Ａ及び第２
のショルダー部材３１２Ｂ（たとえば、図２８及び図２９を参照）を含む。第１のショル
ダー部材３１２Ａ及び第２のショルダー部材３１２Ｂは、好ましくは、シングルジッパー
封止用構造部材又はダブルジッパー封止用構造部材のそれぞれの封止用部品に向かって延
びる弧状部材を含む。第２のジッパー側面部開放部材３１２の第１のショルダー部材３１
２Ａ及び第２のショルダー部材３１２Ｂにより、支持部材３１０の遠位端が、シングルジ
ッパー封止用構造部材又はダブルジッパー封止用構造部材の封止用部品を楔合アクション
により咬合解除するのに必要な幅に達することが可能になる。好ましい実施形態では、第
２のジッパー側面部開放部材３１２は、下側ジッパー側面部を貫通することなく、ダブル
ジッパー封止用構造部材の下側ジッパー側面部の封止用部品を、楔合アクションにより咬
合解除するように構成される。第２のジッパー側面部開放部材３１２の幅は、下側ジッパ
ー側面部の封止用部品を開放するのに十分であるが、この幅は、上側ジッパー側面部と下
側ジッパー側面部との間に形成することができるデテントに収容されるのに十分な小ささ
であり、それについては以下により詳細に記載する。１つの実施形態では、上側ジッパー
側面部と下側ジッパー側面部とは、中心間間隔において互いから、約１５０ｍｉｌから約
２２５ｍｉｌ、好ましくは、約２００ｍｉｌだけ離間している。さらに、各ジッパー側面
部の（第１の封止用部品の後側から第２の封止用部品の対向する後側で測定される）幅は
、約５０ｍｉｌから約８０ｍｉｌの、好ましくは、約５２ｍｉｌから約５６ｍｉｌの厚さ
である。この実施形態では、第２のジッパー側面部開放部材３１２は、好ましくは、上述
した厚さ並びに上述したような上側ジッパー側面部からの中心間間隔をもつ下側ジッパー
側面部の封止用部品を効果的に咬合解除するために、約４０ｍｉｌから約１６０ｍｉｌの
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、より好ましくは約７０ｍｉｌから約１２８ｍｉｌの幅（すなわち、第１のショルダー部
材３１２Ａの縁部から第２のショルダー部材３１２Ｂの縁部まで）を有する。
【００４０】
　図２７に示すように、支持部材３１０はまた、ジッパー側面部上でスライダを保持する
際に補助する保持部材３０８を含み、それにより、ユーザは簡単には、スライダを袋から
垂直方向に引くことができない。支持部材３１０は、好ましくは、保持部材３０８の反対
側に、同様の保持部材３０９を含むが、それは、図２８及び図２９に示されていない。保
持部材３０８、３０９は、ジッパー側面部（単数又は複数）の封止用部品の下面、好まし
くは、上側ジッパー側面部の封止用部品の下面と係合することによって、ジッパー側面部
上でスライダを保持する際に補助するように構成される。ただし、保持部材３０８、３０
９は、封止用部品を咬合解除するように、支持部材３１０から、保持部材３０８、３０９
が封止用部品又は封止用部品のベースストリップと相互作用する点までは延びない。図２
６～図３７のスライダの支持部材３１０及び第２のジッパー側面部開放部材３１２は、ス
ライダ３００の第１のウイング３０２及び第２のウイング３０４の外側の区域まで延びる
が、代替的には、支持部材２１０及び第２のジッパー側面部開放部材３１２を全体的に、
スライダ３００の第１のウイング３０２及び第２のウイング３０４内に配置することがで
きる。
【００４１】
　たとえば図３２に示すように、スライダ３００は、第１のジッパー側面部開放部材３１
４をさらに含む（たとえば、図３８Ａ及び図３８Ｃも参照）。この実施形態では、第１の
ジッパー側面部開放部材３１４は、スライダ３００の頂部壁３０１に直接取り付けられ、
したがって、第１のジッパー側面部開放部材３１４は、第２のジッパー側面部開放部材３
１２をもつ支持部材３１０とは異なる別個の分離機構である（たとえば、図３０及び図３
２を参照）。代替的には、第１のジッパー側面部３１４を支持部材３１０に取り付けて、
咬合解除フィンガー又は分離機構を生成することができる（たとえば、図２０の実施形態
を参照）。
【００４２】
　図２７及び図２８に示すように、第１のウイング３０２の内部表面、並びに第２のウイ
ング３０４の内部表面は、第１のウイング３０２と第２のウイング３０４とを互いに取り
付けるための様々な要素を含む。詳細には、第１のウイング３０２の内部表面は、レッジ
３２０を含み、そこから、第１のウイング３０２の頂部表面３０２Ａの下に配設されるラ
ッチ３３２が延びる。対照的に、第２のウイング３０４の頂部表面３０４Ａは、頂部表面
３０４Ａの下面に、第１のウイング３０２のラッチ３３２と係合するように構成された開
口部３４２を含む。図２７及び図２８の実施形態は、第１のウイング３０２上の単数のラ
ッチ３３２を示しているが、この実施形態の単数のラッチ構造とは対照的に、複数のラッ
チ及び係合構造を使用してもよい。代替的には、ラッチ３３２を第２のウイング３０４上
に配置してもよく、開口部３４２を第１のウイング３０２上に配置してもよい。上記で論
じたように、第１のウイング３０２のラッチ３３２は、第２のウイング３０４の開口部３
４２と係合するように構成される。ラッチ機構は、ラッチ３３２が、屈曲し、第１のウイ
ング３０２と第２のウイング３０４とを１つに係止するために、第２のウイング３０４の
開口部３４２の中の定位置でスナップ嵌合するのに十分な可撓性を有するという点で、圧
縮タイプのラッチである。詳細には、図３１Ａ及び図３１Ｂに示すように、スライダ３０
０が閉位置にあるとき、第１のウイング３０２のラッチ３３２は、屈曲し、第２のウイン
グ３０４の開口部３４２の中の定位置にスナップ嵌合している。第１のウイング３０２の
ラッチ３３２が、第２のウイング３０４の開口部３４２と係合すると、ユーザが第１のウ
イング３０２と第２のウイング３０４と互いからを係合解除することが困難になる。スラ
イダ２００の頂部の中心の上にラッチを生成することによって、次いで、ラッチが、ジッ
パー側面部（単数又は複数）の中心の上に配置される。そのようにラッチを配置すること
によって、袋の内容物により生成される圧力に起因してジッパー側面部（単数又は複数）
を含む袋の内力が増大する場合であっても、ラッチがより強くなる。
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【００４３】
　同じく図２７及び図２８に示したように、第１のウイング３０２は、第１の閉鎖バー３
５５、第２の閉鎖バー３７０、並びに第１のウイング３０２の内部表面上に提供されたバ
ッカーバー３５０Ａ及び３５０Ｂの対を含む。第２のウイング３０４もまた、第１の閉鎖
バー３６５、第２の閉鎖バー３８０、並びに第２のウイング３０４の内部表面上に提供さ
れたバッカーバー３６０Ａ及び３６０Ｂの対を含む。閉鎖バー３５５、３６５、３７０、
３８０は、スライダ３００が封止用構造部材上に動作可能に係合されると、封止用部品を
咬合解除するように構成され、バッカーバー３５０Ａ、３５０Ｂ、３６０Ａ及び３６０Ｂ
は、スライダに強度及び安定性を提供するだけでなく、ジッパー側面部（単数又は複数）
上でスライダを保持する際に補助するように構成される。同じく図２８に示したように、
第１のウイング３０２の第１の閉鎖バー３５５及び第２の閉鎖バー３７０、並びに第２の
ウイング３０４の第１の閉鎖バー３６５及び第２の閉鎖バー３８０は、それぞれのウイン
グ３０２、３０４及びそれぞれの脚３３０、３４０の両側に提供される。図２８の実施形
態は、スライダの前端部に配置されている第１の閉鎖バー３５５、３６５、及びスライダ
の後端部に配置されている第２の閉鎖バー３７０、３８０を示しているが、第１の閉鎖バ
ー３５５、３６５が、第２の閉鎖バー３７０、３８０からオフセットして、又は互い違い
に配置される限り、ウイングの内部表面に沿った任意の点に、閉鎖バー３５５、３６５、
３７０、３８０を配置することができる。そのように閉鎖バーを配置することによって、
スライダの内部偏向力を平衡化させることができ、第１の閉鎖バー３５５、３６５による
封止用部品の咬合は、第２の閉鎖バー３７０、３８０による封止用部品の咬合に影響を与
えなくなる。好ましい実施形態では、第１の閉鎖バー３５５、３６５は、ダブルジッパー
封止用構造部材の上側ジッパー側面部の封止用部品を咬合させるように構成され、第２の
閉鎖バー３７０、３８０は、ダブルジッパー封止用構造部材の下側ジッパー側面部の封止
用部品を咬合させるように構成される。したがって、第１の閉鎖バー３５５、３６５によ
る上側ジッパー側面部の封止用部品の咬合は、第２の閉鎖バー３７０、３８０による下側
ジッパー側面部の封止用部品の咬合に影響を与えない。他の好ましい実施形態では、第２
の閉鎖バー３７０、３８０は、スライダが袋のジッパー側面部を効果的に咬合させたとき
に、袋の端部から４００ｍｉｌ超とならないように配置される。
【００４４】
　図３１Ａに示したように、スライダ３００はまた、スライダ３００の頂部壁３０１から
延びるジッパー側面部開放部材３１４を含む。第１のジッパー側面部開放部材３１４は、
開放方向にスライダ３００をスライドさせるにつれて、封止用構造部材の封止用部品を咬
合解除するように構成される。第１のジッパー側面部開放部材３１４は、好ましくは、ス
ライダ３００の頂部壁３０１から、ダブルジッパー封止用構造部材中の下側封止用部品と
係合しない長さ方向位置（又は幅方向位置）まで延びる。ただし、第１のジッパー側面部
開放部材３１４は、好ましくは、スライダ３００の頂部壁３０１から、ダブルジッパー封
止用構造部材中の上側封止用部品と係合するのに必要な長さ方向位置（又は幅方向位置）
まで延びる。したがって、好ましい実施形態では、第１のジッパー側面部開放部材３１４
は、ダブルジッパー封止用構造部材の上側封止用部品のみを開放するように構成される。
さらに、図３１Ｂに示したように、スライダ３００の後側は、スライダ３００の頂部壁３
０１から第２のジッパー側面部開放部材３１２まで延びる支持部材３１０を含む。第１の
ショルダー部材３１２Ａ及び第２のショルダー部材３１２Ｂを含む第２のジッパー側面部
開放部材３１２は、開放方向にスライダ３００をスライドさせるにつれて、封止用構造部
材の封止用部品を咬合解除するように構成される。好ましくは、支持部材３１０及び第２
のジッパー側面部開放部材３１２は、下側封止用部品を通って延びることなく、スライダ
３００の頂部壁３０１から、ダブルジッパー封止用構造部材の下側封止用部品を分離する
のに必要な長さ方向位置（又は幅方向位置）まで延びる。したがって、好ましい実施形態
では、第２のジッパー側面部開放部材３１２は、ダブルジッパー封止用構造部材の下側封
止用部品のみを開放するように構成される。同じく図３１Ａ及び図３１Ｂに示すように、
第１の閉鎖バー３５５、３６５は、閉鎖方向にスライダをスライドさせたときに、ダブル
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ジッパークロージャア中センブリの上側封止用部品を咬合させる際に補助するように配置
され、第２の閉鎖バー３７０、３８０は、閉鎖方向にスライダをスライドさせたときに、
ダブルジッパー封止用構造部材の下側封止用部品咬合させる際に補助するように配置され
る。
【００４５】
　図３２は、スライダ３００の側断面図を示しており、支持部材３１０、第１のジッパー
側面部開放部材３１４、及び第２のジッパー側面部開放部材３１２をより明快に示すため
に、第２のウイング３０４が除去されている。詳細には、図３２に示すように、支持部材
３１０は、一部分３１０Ａでスライダ３００の頂部壁３０１に接続され、第２のジッパー
側面部開放部材３１２まで延び、第１のジッパー側面部開放部材３１４は、一部分３１４
Ａでスライダ３００の頂部壁３０１に接続される。図３０により明らか示されるように、
開放区域３１６では、支持部材３１０の一部分３１０Ａは、第１のジッパー側面部開放部
材３１４の一部分３１４Ａには接続されない。したがって、スライダ３００は、２つの別
個の取り付けられていない部材、すなわち、第２のジッパー側面部開放部材３１２をもつ
支持部材３１０、及び第１のジッパー側面部開放部材３１４を含む。代替的には、スライ
ダ３００は、単数の咬合解除フィンガー又は分離機構を備えることができ、支持部材３１
０は、スライダ３００の頂部壁３０１から第２のジッパー側面部開放部材３１２に延び、
第１のジッパー側面部開放部材３１４は、支持部材３１０に取り付けられる（たとえば、
図２０の実施形態を参照）。
【００４６】
　図３３Ａ、図３３Ｂ及び図３４は、開位置におけるヒンジ式スライダ３００を示し、第
１のウイング３０２のラッチ３３２は、第２のウイング３０４の開口部３４２から取り外
されている。この開位置で、スライダ３００を、袋の封止用開閉機構の上に配置し、次い
で、第１のウイング３０２及び第２のウイング３０４を上向きにヒンジ結合することによ
って、封止用開閉機構上の定位置に取り付けることができる。詳細には、図３４に示すよ
うに、スライダ３００は開位置であり、袋１９０の側壁１９１、１９２の上に配置される
。袋１９０は、第１の封止用部品１９４Ａ及び第２の封止用部品１９４Ｂを含む上側ジッ
パー側面部１９４と、第１の封止用部品１９５Ａ及び第２の封止用部品１９５Ｂを含む下
側ジッパー側面部１９５とを備える封止用構造部材を含む。スライダ３００は、開位置に
おいて、袋１９０の側壁１９１、１９２の上に配置され、したがって、スライダ３００の
脚３３０、３４０は、袋１９０の側壁１９１、１９２の外部表面を跨ぐ。さらに、スライ
ダ３００は、少なくとも第２のジッパー側面部開放部材３１２が、袋１９０の側壁１９１
、１９２の側壁の間に、かつ、上側ジッパー側面部１９４と下側ジッパー側面部１９５と
の間に配設されるように配置されるように配置される。同じく図３４に示したように、ス
ライダ３００は、タング部材３９０及び溝部材３９５を含み、それらは、スライダ３００
が閉位置へとヒンジ結合されるにつれて、互いと係合するように構成される。
【００４７】
　図３５は、スライダ３００の第１のウイング３０２及び第２のウイング３０４の初期ヒ
ンジ結合を示す。詳細には、第１のウイング３０２及び第２のウイング３０４は、スライ
ダ３００の頂部壁３０１及び袋１９０の頂部に向かって上向きに回転し、ヒンジ３３０Ｂ
、３４０Ｂが回転軸として働く。図３６は、定位置で係止された第１のウイング３０２及
び第２のウイング３０４を示す。この閉位置では、第１のウイング３０２のラッチ３３２
が、第２のウイング３０４の開口部３４２上の定位置にスナップ嵌合され、タング部材３
９０は、溝部材３９５と係合しており、したがって、スライダ３００は、組付け状態であ
り、封止用構造部材、すなわち、上側ジッパー側面部１９４及び下側ジッパー側面部１９
５上に動作可能に係合される。同じく図３６に示すように、上側ジッパー側面部１９４及
び下側ジッパー側面部１９５は、袋１９０の少なくとも一端で咬合位置にあり、したがっ
て、側壁１９１、１９２は、互いに隣接して配置され、第１の封止用部品１９４Ａは、上
側ジッパー側面部１９４の第２の封止用部品１９４Ｂと咬合しており、第１の封止用部品
１９５Ａは、下側ジッパー側面部１９５の第２の封止用部品１９５Ｂと咬合している。
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【００４８】
　図３７は、図３４～図３６に示したダブルジッパー側面部上に動作可能に係合される、
図３６に示したスライダ３００の一実施形態を示す。図３７に示すように、上側ジッパー
側面部１９４の第１の封止用部品１９４Ａ及び第２の封止用部品１９４Ｂ、並びに下側ジ
ッパー側面部１９５の第１の封止用部品１９５Ａ及び第２の封止用部品１９５Ｂは、スラ
イダ３００の頂部壁３０１の下の、脚３３０と３４０との間、かつ、第１のウイング３０
２及び第２のウイング３０４との間に配設される。開放方向であるこの図では、スライダ
３００の頂部壁３０１から延びた第１のジッパー側面部開放部材３１４は、上側ジッパー
側面部１９４の第１の封止用部品１９４Ａと第２の封止用部品１９４Ｂとの間、かつ、下
側ジッパー側面部１９５の第１の封止用部品１９５Ａと第２の封止用部品１９５Ｂとの間
に区域に配設される。詳細には、第１のジッパー側面部開放部材３１４が、上側ジッパー
側面部１９４の第１の封止用部品１９４Ａと第２の封止用部品１９４Ｂとを咬合解除する
につれて、第１のジッパー側面部開放部材３１４は、上側ジッパー側面部１９４の第１の
封止用部品１９４Ａと第２の封止用部品１９４Ｂとの間に楔合される。同じく図３７に示
したように、延長部材４００は、以下により詳細に記載する第１の保持部材３１７及び第
２の保持部材３１８とともに、上側ジッパー側面部１９４の第１の封止用部品１９４Ａ及
び第２の封止用部品１９４Ｂの下方、かつ、下側ジッパー側面部１９５の第１の封止用部
品１９５Ａ及び第２の封止用部品１９５Ｂの上方に配置される。しかしながら、第１のジ
ッパー側面部開放部材３１４及び延長部材４００は、下側ジッパー側面部１９５の第１の
封止用部品１９５Ａ及び第２の封止用部品１９５Ｂに隣接する、又はその下方の点まで延
びていない。図３７はさらに、第２のウイング３０４の頂部表面１０１から底縁部３０２
Ｂ及びヒンジ３３０Ａまで延びたスライダ３００の第１のウイング３０２、及び頂部表面
３０４Ａから底縁部３４０Ｂ及びヒンジ３４０Ａまで延びたスライダ３００の第２のウイ
ング３０４を示す。
【００４９】
　図３１Ａ、図３１Ｂ、図３６及び図３７を参照すると、ユーザによるスライドなどによ
って、スライダ３００が、ジッパー側面部に沿って咬合方向に、すなわち、図３６の右か
ら左に動作可能に移動すると、第１の閉鎖バー３５５、３６５は、上側ジッパー側面部１
９４の第１の封止用部品１９４Ａと第２の封止用部品１９４Ｂをそれぞれ咬合させる。第
２の閉鎖バー３７０、３８０は、下側ジッパー側面部１９５の第１の封止用部品１９５Ａ
と第２の封止用部品１９５Ｂとを咬合させる。スライダ３００を咬合解除方向に、すなわ
ち、図３６の左から右に動作可能に移動させると、第１のジッパー側面部開放部材３１４
は、上側ジッパー側面部１９４の第１の封止用部品１９４Ａと第２の封止用部品１９４Ｂ
の間で拡張し、楔合アクションによりこれらの封止用部品を離すことによって、それらを
咬合解除する。その後、咬合解除方向に第１のジッパー側面部開放部材３１４を引き戻す
第２のジッパー側面部開放部材３１２は、少なくとも上側ジッパー側面部１９４と下側ジ
ッパー側面部１９５との間の区域と相互作用すること、又はそれを押圧することによって
、下側ジッパー側面部１９５の第１の封止用部品１９５Ａと第２の封止用部品１９５Ｂと
を咬合解除する。ただし、たとえば上側ジッパー側面部１９４のようなジッパー側面部上
でスライダを保持する際に補助するように支持部材３１０上に含まれる保持部材３０８、
３０９は、上側ジッパー側面部１９４又は下側ジッパー側面部１９５の封止用部品と相互
作用しないように、又は咬合解除しないように構成される。さらに、延長部材４００、並
びに、上記で論じた第１の保持部材３１７及び第２の保持部材３１８は、たとえば上側ジ
ッパー側面部１９４のようなジッパー側面部上でスライダを保持する際に補助するように
同じく含まれ、上側ジッパー側面部１９４又は下側ジッパー側面部１９５の封止用部品と
相互作用しないように、又は咬合解除しないように構成される。
【００５０】
　図３８Ａは、スライダ２００／３００の一部分を示し、図１４～図２５及び図２６～図
３７に示した実施形態の支持部材２１０／３１０、第１のジッパー側面部開放部材２１４
／３１４、及び第２のジッパー側面部開放部材２１２／３１２をより明快に示すことがで
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きる。図３８Ａに示すように、支持部材２１０／３１０は、それぞれのスライダ２００、
３００の頂部壁２０１／３０１から延びる。また、第１のジッパー側面部開放部材２１４
／３１４は、それぞれのスライダ２００、３００の頂部壁２０１／３０１から延びる。詳
細には、第１のジッパー側面部開放部材２１４／３１４は、スライダの頂部壁２０１／３
０１から下に垂直方向に延び、延長部材４００が、第１のジッパー側面部開放部材２１４
／３１４に取り付けられ、スライダ移動方向に対して平行に延びる。第１のジッパー側面
部開放部材２１４／３１４は、楔合アクションにより、封止用構造部材の封止用部品を開
放するように構成される。好ましくは、第１のジッパー側面部開放部材２１４／３１４は
、楔合アクションにより、ダブルジッパー側面部アセンブリの上側ジッパー側面部の封止
用部品のみを開放するように構成される。延長部材４００は、少なくともシングルジッパ
ー封止用構造部材の封止用部品の下に配設される。好ましい実施形態では、延長部材４０
０は、ダブルジッパー封止用構造部材の上側ジッパー側面部１９４と下側ジッパー側面部
１９５との間に配置され（たとえば、図３８Ｃを参照）、それにより、第１のジッパー側
面部開放部材２１４／３１４の延長部材４００は、保持手段として働くように構成される
。延長部材４００はまた、第１の保持部材２１７／３１７及び第２の保持部材２１８／３
１８を含み、したがって、第１の保持部材２１７／３１７及び第２の保持部材２１８／３
１８、並びに延長部材４００自体が、ジッパー側面部上でスライダを保持する際に補助し
、それにより、ユーザは簡単には、スライダを袋から垂直方向に引くことができない。さ
らに、図２５及び図３７により明らかに示されるように、第１の保持部材２１７／３１７
の高さと第２の保持部材２１８／３１８の高さとはわずかに異なり、したがって、好まし
くは凹形状の封止用部品（たとえば、１９４Ｂ）の下に配置される第１の保持部材２１７
／３１７の高さ又は垂直距離は、好ましくは凸形状の封止用部品（たとえば、１９４Ａ）
の下に配置される第２の保持部材２１８／３１８よりも小さい。
【００５１】
　図３８Ａにさらに示すように、支持部材２１０／３１０は、ジッパー側面部に沿ってス
ライダ移動方向に直交して延びる第１のショルダー部材２１２Ａ／３１２Ａ（図示せず）
及び第２のショルダー部材２１２Ｂ／３１２Ｂを含む、第２のジッパー側面部開放部材２
１２／３１２を含む。第１のショルダー部材２１２Ａ／３１２Ａ及び第２のショルダー部
材２１２Ｂ／３１２Ｂは、好ましくは、封止用構造部材のそれぞれの封止用部品に向かっ
て延びる弧状部材を含む。第２のジッパー側面部開放部材２１２／３１２の第１のショル
ダー部材２１２Ａ／３１２Ａ及び第２のショルダー部材２１２Ｂ／３１２Ｂにより、支持
部材２１０／３１０の遠位端が、封止用部品を楔合アクションにより咬合解除するのに必
要な幅に達することが可能になる。支持部材２１０／３１０はまた、ジッパー側面部上で
スライダを保持する際に補助する保持部材２０９／３０９を含み、それにより、ユーザは
簡単には、スライダを袋から垂直方向に引くことができない。支持部材２１０／３１０は
、好ましくは、保持部材２０９／３０９の反対側に、同様の保持部材（すなわち、２０８
／３０８）を含むが、それは、図３８Ａに示されていない。図１９Ｂ及び図３１Ｂにより
明らかに示されるように、保持部材２０８／３０８、２０９／３０９の高さはわずかに異
なり、したがって、好ましくは凹形状の封止用部品（たとえば、１９４Ｂ）の下に配置さ
れる保持部材２０９／３０９の高さ又は垂直距離は、好ましくは凸形状の封止用部品（た
とえば、１９４Ａ）の下に配置される保持部材２０８／３０８よりも小さい。上記で論じ
た支持部材２１０／３１０の保持部材２０８／３０８、２０９／３０９、並びに、延長部
材４００並びに第１の保持部材２１７／３１７及び第２の保持部材２１８／３１８は、ジ
ッパー側面部上でスライダを保持する際に補助する。
【００５２】
　図３８Ａ及び図３８Ｂの支持部材２１０／３１０に関して、第２のジッパー側面部開放
部材２１２／３１２が、支持部材２１０／３１０に取り付けられ、支持部材２１０／３１
０は次いで、それぞれのスライダ２００／３００の頂部壁２０１／３０１に取り付けられ
る。さらに、第１のジッパー側面部開放部材２１４／３１４は、それぞれのスライダ２０
０／３００の頂部壁２０１／３０１に直接取り付けられ、したがって、頂部壁２０１／３
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０１への第１のジッパー側面部開放部材２１４／３１４の取付部と頂部壁２０１／３０１
への支持部材２１０／３１０の取付部との間に開放区域３１６が配設される。したがって
、この実施形態では、スライダは、２つの別個の部材又は咬合解除フィンガー、すなわち
、第２のジッパー側面部開放部材２１２／３１２をもつ支持部材２１０／３１０、及び第
１のジッパー側面部開放部材２１４／３１４で構成される。代替的には、第１のジッパー
側面部開放部材２１４／３１４及び第２のジッパー側面部開放部材２１２／３１２を各々
、支持部材２１０／３１０に取り付けて、単一の部材で構成される単体の咬合解除フィン
ガー又は分離機構を生成することができる。
【００５３】
　図３８Ｃは、図２２～図２５及び図３４～図３７に示したダブルジッパー側面部上に動
作可能に係合された、図３８Ａに示した支持部材２１０／３１０、第１のジッパー側面部
開放部材２１４／３１４、及び第２のジッパー側面部開放部材２１２／３１２とともに、
スライダ２００／３００の一実施形態を示す。図３８Ｃに示すように、スライダ２００／
３００は、袋１９０上に配設され、上側ジッパー側面部１９４及び下側ジッパー側面部１
９５との跨状の関係を維持し、したがって、少なくとも延長部材４００及び第２のジッパ
ー側面部開放部材２１２／３１２は、上側ジッパー側面部１９４と下側ジッパー側面部１
９５との間の区域に配設される。図３８Ｃの実施形態では、袋１９０上の、第２のジッパ
ー側面部開放部材２１２／３１２をもつ支持部材２１０／３１０、及び第１のジッパー側
面部開放部材２１４／３１４の位置を明確に図示するために、スライダ２００／３００の
第２のウイング２０４／３０４が除去されている。図３８Ｃに示すように、支持部材２１
０／３１０は、スライダ２００／３００の頂部壁２０１／３０１から、上側ジッパー側面
部１９４の封止用部品と下側ジッパー側面部１９５の封止用部品との間の位置まで延びる
。詳細には、咬合解除フィンガー２１０／３１０の第２のジッパー側面部開放部材２１２
／３１２は、上側ジッパー側面部１９４の封止用部品と下側ジッパー側面部１９５の封止
用部品との間の区域に配設される。第２のジッパー側面部開放部材２１２／３１２をこの
ように配置することによって、第２のジッパー側面部開放部材２１２／３１２の第１のシ
ョルダー部材２１２Ａ／３１２Ａ及び第２のショルダー部材２１２Ｂ／３１２Ｂは、楔合
アクションにより下側ジッパー側面部１９５の封止用部品を分離するために、上側ジッパ
ー側面部１９４と下側ジッパー側面部１９５との間の区域と相互作用する。しかしながら
、支持部材２１０／３１０は、下側ジッパー側面部１９５の封止用部品の間に又はそれら
の下方の点まで延びていない。図３８Ｃに示すように、第１のジッパー側面部開放部材２
１４／３１４は、スライダ２００／３００の頂部壁２０１／３０１から、上側ジッパー側
面部１９４の封止用部品と下側ジッパー側面部１９５の封止用部品との間の位置まで延び
る。第１のジッパー側面部開放部材２１４／３１４をこのように配置することによって、
第１のジッパー側面部開放部材２１４／３１４は、楔合アクションによりこれらの封止用
部品を分離するために、上側ジッパー側面部１９４の封止用部品と相互作用する。延長部
材４００は、上側ジッパー側面部１９４の封止用部品と下側ジッパー側面部１９５の封止
用部品との間の区域に配設される。しかしながら、延長部材４００は、下側ジッパー側面
部１９５の封止用部品の間の又はそれらの下方の点まで延びておらず、それにより、延長
部材４００は、ジッパー側面部上でスライダ２００／３００を保持する際に補助するため
の（漏出に影響を与ない）保持部材をとして機能することができる。したがって、延長部
材４００、並びに第１の保持部材２１７／３１７及び第２の保持部材２１８／３１８は、
上側ジッパー側面部１９４又は下側ジッパー側面部１９５のいずれの封止用部品も咬合解
除しないように構成される。
【００５４】
　図３８Ｃを参照すると、ユーザによるスライドなどによって、スライダ２００／３００
が、ジッパー側面部に沿って咬合方向に、すなわち、図３８Ｃの右から左に動作可能に移
動すると、（図１４～図２５及び図２６～図３７に示した実施形態で論じたような）それ
ぞれのスライダのクロージャバーは、上側ジッパー側面部１９４及び下側ジッパー側面部
１９５の封止用部品を咬合させる。スライダ２００／３００　を咬合解除方向に、すなわ
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ち、図３８Ｃの左から右に動作可能に移動させると、第１のジッパー側面部開放部材２１
４／３１４は、上側ジッパー側面部１９４の封止用部品の間で拡張し、封止用部品を楔合
することによって、それらを咬合解除する。その後、咬合解除方向に第１のジッパー側面
部開放部材２１４／３１４を引き戻す第２のジッパー側面部開放部材２１２／３１２は、
下側ジッパー側面部１９５の封止用部品を咬合解除する。詳細には、第２のジッパー側面
部開放部材２１２／３１２の第１のショルダー部材２１２Ａ／３１２Ａ及び第２のショル
ダー部材２１２Ｂ／３１２Ｂは、上側ジッパー側面部１９４と下側ジッパー側面部１９５
との間の区域に対して外向きに押圧し、それにより、下側ジッパー側面部１９５の封止用
部品を離すことによって、下側ジッパー側面部１９５の封止用部品を咬合解除する。上記
で論じたように、第１のジッパープロファイル開放部材２１２／３１２の第１のショルダ
ー部材２１２Ａ／３１２Ａ及び第２のショルダー部材２１２Ｂ／３１２Ｂにより、支持部
材２１０／３１０の遠位端が、楔合アクションにより下側ジッパー側面部１９５の封止用
部品を咬合解除するのに必要な幅に達することが可能になる。
【００５５】
　図３９Ａは、図３８Ｃに示した袋１９０上に動作可能に係合される、図１４～図２５及
び図２６～図３７の実施形態に示したスライダ２００／３００の一実施形態を示す。図３
９Ａに示すように、スライダ２００／３００は、上側ジッパー側面部１９４及び下側ジッ
パー側面部１９５との跨状の関係を維持し、したがって、（第１のショルダー部材２１２
Ａ／３１２Ａ及び第２のショルダー部材２１２Ｂ／３１２Ｂを含む）支持部材２１０／３
１０の少なくとも第２のジッパー側面部開放部材２１２／３１２は、上側ジッパー側面部
１９４と下側ジッパー側面部１９５との間に区域に配設される。図３９Ａに示した実施形
態では、袋の一端の、上側ジッパー側面部１９４と下側ジッパー側面部１９５との間の区
域にデテント８００が含まれる。デテント８００は、第２のジッパー側面部開放部材２１
２／３１２の第１のショルダー部材２１２Ａ／３１２Ａ及び第２のショルダー部材２１２
Ｂ／３１２Ｂのうちの少なくとも１つと係合することが可能な凹部を備える。デテント８
００との第２のジッパー側面部開放部材２１２／３１２の第１のショルダー部材２１２Ａ
／３１２Ａ及び第２のショルダー部材２１２Ｂ／３１２Ｂのうちの少なくとも１つの係合
は、支持部材２１０／３１０及び第２のジッパー側面部開放部材２１２／３１２が、袋１
９０の端部で下側ジッパー側面部１９５を咬合解除するように、第２のジッパー側面部開
放部材２１２／３１２が、上側ジッパー側面部１９４と下側ジッパー側面部１９５との間
の区域には配置されないことを保証する。このようにすると、デテント８００との第２の
ジッパー側面部開放部材２１２／３１２の第１のショルダー部材２１２Ａ／３１２Ａ及び
第２のショルダー部材２１２Ｂ／３１２Ｂのうちの少なくとも１つの係合は、少なくとも
下側ジッパー側面部１９５が袋の長さ方向にわたって完全に咬合していることを保証する
ことによって、内容物の漏出を防止する端部封止機能を提供することができる。したがっ
て、第２のジッパー側面部開放部材２１２／３１２の第１のショルダー部材２１２Ａ／３
１２Ａ及び第２のショルダー部材２１２Ｂ／３１２Ｂのうちの少なくとも１つとの正確な
係合を保証するために、少なくとも下側ジッパー側面部１９５から所定の距離にデテント
８００を配置しなければならない。１つの実施形態では、デテント８００は、下側ジッパ
ー側面部１９５から少なくとも約６０ｍｉｌから約１８７．５ｍｉｌの位置に配設される
。さらに、別の実施形態では、デテント８００は、袋１９０の端部における少なくとも下
側ジッパー側面部１９５の適切な咬合を保証するために、袋１９０の縁部の４００ｍｉｌ
以内でなければならない。デテント８００との第２のジッパー側面部開放部材２１２／３
１２の第１のショルダー部材２１２Ａ／３１２Ａ及び第２のショルダー部材２１２Ｂ／３
１２Ｂのうちの少なくとも１つの係合はまた、ユーザへの触感覚及び／又はクリック音を
提供することができ、したがって、袋が封止閉鎖されていることをユーザに確信させる。
第１のショルダー部材２１２Ａ／３１２Ａ及び第２のショルダー部材２１２Ｂ／３１２Ｂ
が、凹部の底部の近くでより細く、凹部の頂部でより厚くなるように、第２のジッパー側
面部開放部材２１２／３１２の第１のショルダー部材２１２Ａ／３１２Ａ及び第２のショ
ルダー部材２１２Ｂ／３１２Ｂの構造をさらにテーパー状にすることによって、デテント
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８００との第２のジッパー側面部開放部材２１２／３１２の第１のショルダー部材２１２
Ａ／３１２Ａ及び第２のショルダー部材２１２Ｂ／３１２Ｂの係合により、最大の聴覚／
触覚エクスペリエンスをユーザに提供しながら、第２のジッパー側面部開放部材２１２／
３１２の構造的一体性が維持される。この実施形態は、袋の一端にのみデテント８００を
有するが、本発明はまた、袋の一端又は両端のいずれかにデテントを包含する。
【００５６】
　図３９Ｂは、図３９Ａに示した袋上に含まれるデテント８００の拡大部分断面図である
。図３９Ｂに示すように、デテント８００は、図１２、図２５及び図３７に示したダブル
ジッパー側面部の、上側ジッパー側面部の封止用部品のうちの１つ（たとえば、１９４Ｂ
）と下側ジッパー側面部の封止用部品のうちの１つ（たとえば、１９５Ｂ）'との間の区
域に配設される。例として、デテント８００は、穿孔機及びダイアセンブリを使用して、
上側ジッパー側面部と下側ジッパー側面部との間の区域中に形成することができる。代替
的には、デテント８００は、切削、冷間ストンピング、超音波ストンピング、モールディ
ング、又は熱可塑性プラスチック材料を変形するため任意の他の方法で形成することがで
きる。
【００５７】
　図３９Ａ及び図３９Ｂは、袋１９０の一端にデテント８００をもつ一実施形態を示すが
、袋１９０の縁部又はサイドウェルドに任意の端部ストンプがない袋１９０'がさらに図
示されている。サイドウェルドは、袋の側壁並びにジッパー側面部が封止される、袋の縁
部にある区域を包含する。１つの実施形態では、ジッパー側面部（単数又は複数）は、袋
１９０の縁部又は端部から０．１６ｍｉｌ以内で閉鎖又は封止される。別の実施形態では
、少なくとも上側ジッパー側面部１９４のサイドウェルドは、約４５ｍｉｌから約７２ｍ
ｉｌ、好ましくは約５２ｍｉｌから約５８ｍｉｌの厚さ、最も好ましくは約５６ｍｉｌの
厚さの封止されたジッパー側面部を生じる。この実施形態では、上側ジッパー側面部１９
４と下側ジッパー側面部１９５との間の区域のサイドウェルドは、約４ｍｉｌから約２８
ｍｉｌ、好ましくは約１２ｍｉｌからの約２４ｍｉｌ、より好ましくは約１８ｍｉｌから
約２２ｍｉｌの厚さを有するプロファイル間に封止区域を生じる。これらのサイドウェル
ドは、支持部材２１０／３１０の第２のジッパー側面部開放部材２１２／３１２と延長部
材４００の両方（たとえば、図３８Ｃを参照）がそれぞれ、袋の閉鎖端部又は開放端部い
ずれかまで移動し、そこに入ることができる、或いは、そこで捕捉できる区域を提供し、
したがって、スライダ２００／３００は、袋１９０の端部から落下しない。このようにし
て、サイドウェルドは、袋１９０上の端部ストンプ又は端部ストップを必要とすることな
く、軸方向のスライダ保持を提供する。詳細には、軸方向のスライダ保持は、少なくとも
、たとえば熱溶接による袋１９０の縁部における上側ジッパー側面部１９４の封止に起因
して提供される。１つの実施形態では、上記の厚さを含むサイドウェルド、並びに、第２
のジッパー側面部開放部材２１２／３１２、支持部材２１０／３１０及び延長部材４００
をもつ、スライダ２００／３００のそのような構成は、約４ｌｂｆから約１８ｌｂｆの軸
方向のスライダ保持力を提供する。
【００５８】
　図４０は、上側ジッパー側面部７１０及び下側ジッパー側面部７１２を含む袋７００の
頂部予想図を示す。図４０の実施形態は、ダブルジッパー封止用構造部材を示しているが
、袋７００は代替的に、シングルジッパー封止用構造部材を含んでもよい。図４０に同じ
く示すように、スライダ６００は、袋７００の頂部の開口端部を開閉するように、ジッパ
ー側面部７１０、７１２上に動作可能に係合している。スライダ６００は、スライダ６０
０の頂部壁６０１から延びた第１のウイング６０２及び第２のウイング６０４を含み、第
１のウイング６０２及び第２のウイング６０４は、それらの間に、ダブルジッパー封止用
構造部材のような封止用構造部材を動作可能に受け入れることができるチャネルを規定す
る。第１のウイング６０２は、スライダを形成する材料が充填されたフィンガパッド６０
３を含む。また、第２のウイング６０４は、図４０には示されていない同様のフィンガパ
ッド６０５（たとえば、図４１Ｄの６０５）を含む。図４０に示した実施形態では、フィ
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ンガパッド６０３は、充填されているが、代替的には、フィンガパッド６０３は中空であ
っても、又は部分的に充填されていてもよい。
【００５９】
　図４０のフィンガパッド６０３の形状は、図１～図１２及び図１４～図２５の実施形態
の開口部１０３／２０３、並びに図１６～図３７及び図１３Ａの実施形態の弧状部分３０
３／５０３と実質的に同様である。本願の発明者らは、楕円形又は卵形、或いは任意の丸
みを帯びた形状の開口部（１０３／２０３）又は弧状部分（３０３／５０３／６０３）を
備えるフィンガパッドをもつスライダの第１のウイング及び第２のウイングを生成すると
、ユーザに対するスライダの人間工学的な感触が向上する結果となることを発見した。詳
細には、楕円形又は卵形の、スライダの第１のウイング及び第２のウイングのフィンガパ
ッド３０３、並びに開口部（１０３／２０３）又は弧状部分（３０３／５０３／６０３）
は、袋のジッパー側面部（単数又は複数）の開閉時にスライダ及び／又は袋を把持する角
度にかかわらず、ユーザに、スライダ上に指を配置するのに快適な区域を与え、したがっ
て、スライダは、人間工学的であり、かつ、袋のジッパー側面部（単数又は複数）の開閉
時に（年少又は高齢の）ユーザに信頼性を提供する。フィンガパッド６０３の楕円形又は
卵形について上記で論じてきたが、本発明の趣旨から逸脱することなく、フィンガパッド
の固有の形状及び構成を変更することができるので、フィンガパッド６０３は、たとえば
、円形、矩形、正方形、又は任意の他の多角形形状などのような、異なる形状のものでも
よい。フィンガパッド６０３、６０５の形状の主な特徴は、その形状が、袋とスライダと
のあらゆる角度でユーザの指に適応し、それにより、疲労（たとえば、強度量）が最も小
さいスライダ上での最も良好な把持が提供されることである。したがって、以下にさらに
詳細に論じるスライダ６００及びフィンガパッド６０３、６０５の様々な寸法は、成人の
、好ましくは、平均的な成人女性の指のサイズに関係する。
【００６０】
　図４１Ａに示すように、スライダ６００の第１のウイング６０２は、フィンガパッド６
０３を含む。詳細には、第１のウイング６０２は、リップ領域６２０により取り囲まれた
フィンガパッド６０３を含む。第１のウイング６０２のリップ領域６２０とのフィンガパ
ッド６０３の組合せは、長軸（Ａ）及び短軸（Ｂ）に関する全体寸法を有する。フィンガ
パッド６０３自体は、リップ領域６２０なしに、副長軸（Ｃ）及び副短軸（Ｄ）に関する
全体寸法を有する。上記で論じたような人間工学的な感触が向上したスライダを生成する
ためには、第１のウイング６０２のフィンガパッド６０３及び周囲のリップ領域６２０の
長軸（Ａ）は、好ましくは約１２．０ｍｍから約１９．０ｍｍであり、より好ましくは約
１４．０ｍｍから約１８．０ｍｍであり、さらに好ましくは約１５．０ｍｍから約１７．
７ｍｍであり、最も好ましくは約１６．０ｍｍから約１７．７ｍｍである。さらに、人間
工学的な感触が向上したスライダを生成するためには、第１のウイング６０２のフィンガ
パッド６０３及び周囲のリップ領域６２０の短軸（Ｂ）は、好ましくは約１０．５ｍｍか
ら約１６．０ｍｍであり、より好ましくは約１１．０ｍｍから約１５．０ｍｍであり、さ
らに好ましくは約１２．０ｍｍから約１４．０ｍｍであり、最も好ましくは約１３．０ｍ
ｍから約１４．０ｍｍである。したがって、好ましい１つの実施形態では、フィンガパッ
ド６０３及び周囲のリップ領域６２０の全体寸法の長軸（Ａ）及び短軸（Ｂ）は、それぞ
れ約１６．０ｍｍ及び約１３．０ｍｍに、又は、それぞれ約１７．７ｍｍ及び約１４．０
ｍｍに設定される。別の実施形態では、フィンガパッド６０３及び周囲のリップ領域６２
０の全体寸法の長軸（Ａ）及び短軸（Ｂ）は、それぞれ約１８．０ｍｍ及び約１５．０ｍ
ｍに、又は、それぞれ約１９．０ｍｍ及び約１６．０ｍｍに設定される。代替的には、別
の好ましい実施形態では、フィンガパッド６０３及び周囲のリップ領域６２０の全体寸法
の長軸（Ａ）及び短軸（Ｂ）は、それぞれ約１５．０ｍｍ及び約１２．０ｍｍに、又はそ
れぞれ約１４．０ｍｍ及び約１１．０ｍｍに、又は、それぞれ約１２．０ｍｍ及び約１０
．５ｍｍに設定される。さらに別の実施形態では、フィンガパッド６０３及び周囲のリッ
プ領域６２０の全体寸法の長軸（Ａ）及び短軸（Ｂ）は、約１．２５：１のＡ：Ｂの比に
設定される。さらに、上記で論じた様々な値に応じて、様々な他の比の長軸（Ａ）及び短
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軸（Ｂ）を外挿することができる。さらに、１つの実施形態では、フィンガパッド６０３
及び周囲のリップ領域６２０の全体寸法の長軸（Ａ）及び短軸（Ｂ）は、以下の楕円に関
する方程式に対応する。
【数１】

　式中、Ｘ及びＹは、フィンガパッド６０３及び周囲のリップ領域６２０の楕円形状上の
任意の点の座標を表す。
【００６１】
　さらに、人間工学的な感触が向上したスライダを生成するためには、フィンガパッド６
０５の副長軸（Ｃ）は、好ましくは約８．７５ｍｍから約１３．９ｍｍであり、より好ま
しくは約１０．３ｍｍから約１３．２ｍｍであり、さらに好ましくは約１１．０ｍｍから
約１２．５ｍｍであり、最も好ましくは約１１．７ｍｍから約１２．５ｍｍである。さら
に、フィンガパッド６０５の副短軸（Ｄ）は、好ましくは約８．１ｍｍから約１２．４ｍ
ｍであり、より好ましくは約８．５ｍｍから約１１．８ｍｍであり、さらに好ましくは約
９．３ｍｍから約１２．５ｍｍであり、最も好ましくは約１０．０ｍｍから約１０．８ｍ
ｍである。したがって、好ましい１つの実施形態では、フィンガパッド６０３の寸法の副
長軸（Ｃ）及び副短軸（Ｄ）は、それぞれ約１１．７ｍｍ及び約１０．０ｍｍに、又は、
それぞれ約１２．５ｍｍ及び約１０．８ｍｍに設定される。別の実施形態では、フィンガ
パッド６０３の寸法の副長軸（Ｃ）及び副短軸（Ｄ）は、それぞれ約１３．２ｍｍ及び約
１１．８ｍｍに、又は、それぞれ約１３．９ｍｍ及び約１２．４ｍｍに設定される。代替
的には、別の好ましい実施形態では、フィンガパッド６０３の寸法の副長軸（Ｃ）及び副
短軸（Ｄ）は、それぞれ約１１．０ｍｍ及び約９．３ｍｍに、又は、それぞれ約１０．３
ｍｍ及び約８．５ｍｍに、又はそれぞれ約８．７５ｍｍ及び約８．１ｍｍに設定される。
１つの実施形態では、フィンガパッド６０３の寸法の副長軸（Ｃ）及び副短軸（Ｄ）の寸
法は、上記で論じたような楕円の方程式に対応し得る。さらに、周囲のリップ６２０をも
つフィンガパッド６０３全体が楕円を備え、フィンガパッド６０３自体も楕円を備える別
の実施形態では、フィンガパッド６０３及び周囲のリップ６２０の全体的な楕円形状の面
積は、フィンガパッド６０３自体の楕円形状の面積（楕円について算出される面積）の約
１．７０から約１．８０倍である。さらに別の実施形態では、長軸（Ａ）は、副長軸（Ｃ
）の約１．２５から約１．４５倍であり、短軸（Ｂ）は、副短軸（Ｄ）の約１．２５から
約１．４５倍である。さらに、長軸（Ａ）、短軸（Ｂ）、副長軸（Ｃ）及び／又は副短軸
（Ｄ）間の様々な他の比。これらの好適な実施形態は、ユーザのすべてではないにせよほ
とんど指のサイズにとって理想的なフィンガー領域６０３及び／又はリップ領域６２０長
軸（Ａ）寸法、短軸（Ｂ）寸法、副長軸（Ｃ）寸法及び副短軸（Ｄ）寸法を提供する。図
４１Ａには示されていないが、スライダ６００の第２のウイング６０４もまた、フィンガ
パッド６０３及び／又は周囲のリップ領域６２０と同じ寸法を含む同様のフィンガパッド
及び周囲のリップ領域（たとえば、図４１Ｄの６０５を参照）を含む。
【００６２】
　図４１Ｂは、図４０のスライダ６００の頂面図であり、スライダ６００の頂部壁６０１
、並びに、頂部壁６０１の中心セクションのピンチ寸法（ＰＤ）、頂部壁６０１の端部セ
クション（単数又は複数）のサドル寸法（ＳＤ）、及び中心セクションと頂部壁６０１の
端部セクション（単数又は複数）との間の領域のリボン寸法（ＲＤ）を示す。ピンチ寸法
（ＰＤ）は、第１のウイング６０２の頂部表面６０２Ａと第２のウイング６０４の頂部表
面６０４Ａとの対向する外側縁部間における頂部壁６０１の中央セクションの幅である。
サドル寸法（ＳＤ）は、第１のウイング６０２の頂部表面６０２Ａの端部と第２のウイン
グ６０４の頂部表面６０４Ａの対向する端部との対向する外側縁部間における頂部壁６０
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１の端部セクション（単数又は複数）の幅である。リボン寸法（ＲＤ）は、第１のウイン
グ６０２の頂部表面６０２Ａと第２のウイング６０４の頂部表面６０４Ａとの対向する外
側縁部間における頂部壁６０１の中心セクションと端部セクション（単数又は複数）との
間の領域の幅である。第１のウイング６０２のフィンガパッド６０３及び／又はリップ領
域６２０の長軸（Ａ）、短軸（Ｂ）、副長軸（Ｃ）及び副短軸（Ｄ）寸法と同様に、ピン
チ寸法（ＰＤ）、サドル寸法（ＳＤ）及びリボン寸法（ＲＤ）は、袋の開閉時にユーザが
スライダを把持するあらゆる角度に適応することによって、ユーザへの人間工学的な感触
が向上したスライダを提供するように設定される。詳細には、ピンチ寸法（ＰＤ）は、好
ましくは約５．７２ｍｍから約１０．１６ｍｍであり、より好ましくは約５．７２ｍｍか
ら約７．２４ｍｍであり、サドル寸法（ＳＤ）は、好ましくは約７．６２ｍｍから約１０
．１６ｍｍである。本願の発明者らは、ピンチ寸法（ＰＤ）とサドル寸法（ＳＤ）との間
の差が可能な限り大きくなるように、ピンチ寸法（ＰＤ）を可能な限り小さくし（約５．
７２ｍｍ未満になることはない）、サドル寸法（ＳＤ）を可能な限り大きくする（約１０
．１６ｍｍを超えることはない）と、袋のジッパー側面部の開閉時に（あまり労力をかけ
ず、疲労も少なくする）ユーザが好む「ピンチ」感覚がそれにより提供されるので、人間
工学的な感触が向上したスライダが提供される。したがって、好ましい１つの実施形態で
は、ピンチ寸法（ＰＤ）は約５．８ｍｍであり、サドル寸法（ＳＤ）は約９．８３ｍｍで
ある。さらに、リボン寸法（ＲＤ）は、好ましくは約６．３５ｍｍから約１０．１６ｍｍ
であり、又は好ましくは約７．６２ｍｍであり、又は最も好ましくは約７．４０ｍｍであ
る。代替的には、リボン寸法（ＲＤ）は、ピンチ寸法（ＰＤ）の値に実質的に等しくする
ことができ、したがって、フィンガパッド６０３の湾曲部分の少なくとも一部は、この区
域において水平又は平坦になる。さらに、上記で論じた様々な値に応じて、ピンチ寸法（
ＰＤ）、サドル寸法（ＳＤ）及び／又はリボン寸法（ＲＤ）の様々な比を外挿することが
できる。
【００６３】
　図４１Ｃ及び図４１Ｄは、改良された人間工学的なスライダ６００の２つタイプのグリ
ップを示し、スライダ６００は、図４１Ｃの実施形態の第１のウイング６０２のフィンガ
パッド６０３における第１のタイプのグリップ６１０、及び図４１Ｄの実施形態の第２の
ウイング６０４のフィンガパッド６０５における第２のタイプのグリップ６１２を含む。
図４１Ｃの実施形態では、グリップ６１０は、第１のウイング６０２のフィンガパッド６
０３の頂縁部から底縁部に達する複数の垂直に延びたリッジを備える。図４１Ｃには示さ
れていないが、第２のウイング６０４の同様のフィンガパッド（たとえば、図４１Ｄの６
０５）は、同様のグリップ６１０を含む。代替的には、図４１Ｄの実施形態では、グリッ
プ６１２は、第２のウイング６０４のフィンガパッド６０５上に複数の円形突起又は凹部
を備える。図４１Ｄには示されていないが、第１のウイング６０２の同様のフィンガパッ
ド（たとえば、図４１Ｃの６０３）は、同様のグリップ６１２を含む。グリップ６１０／
６１２は、スライダ６００を保持して、袋のジッパー側面部（たとえば、袋７００の上側
ジッパー側面部７１０及び下側ジッパー側面部７１２）に沿ってスライドさせる際に補助
する触覚ガイド又は知覚をユーザに与える。
【００６４】
　図４１Ｅは、図４０のスライダ６００の底面図を示し、図４１Ｆは、図４０のスライダ
６００の断面図を示す。図４１Ｅと図４１Ｆの両方において、スライダ６００及び／又は
袋７００の一部分は、明快のために除去されている。図４１Ｅは、第２のウイング６０４
の一端から第２のウイング６０４の対向する端部までの、スライダ６００の第２のウイン
グ６０４のフィンガパッド６０５の第１の湾曲部分の全長（Ｅ）を示す。また、第１のウ
イング６０２のフィンガパッド６０３は、フィンガパッド６０３の第１の湾曲部分につい
て同様の長さ（Ｅ）寸法を含む。図４１Ｆは、スライダ第６００の頂部又は第１のウイン
グ６０２の頂端部から第１のウイング６０２の底端部までの、スライダ６００の第１のウ
イング６０２のフィンガパッド６０３の第２の湾曲部分の高さ寸法（Ｆ）を示す。また、
第２のウイング６０４のフィンガパッド６０５は、フィンガパッド６０５の第２の湾曲部
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分について同様の高さ（Ｆ）寸法を含む。したがって、フィンガパッド６０３、６０５は
、２つの湾曲部分、スライダ６００の前端部から後端部に達する第１の湾曲部分、及びウ
イング６０２、６０４及び／又はフィンガパッド６０３、６０５の頂端部から底端部に達
する第２の湾曲部分を含む。対向方向に２つの湾曲部分をもつフィンガパッド６０３、６
０５を提供することによって、２つの湾曲部分が、ユーザの指の自然な曲線にフィットす
るので、スライダは、向上した人間工学的な感触を有する。上記で論じた様々な寸法の場
合と同様に、長さ寸法（Ｅ）及び高さ寸法（Ｆ）は、ユーザへの人間工学的な感触が向上
したスライダを提供するように設定される。詳細には、長さ寸法（Ｅ）は、好ましくは約
８．５ｍｍから約１４．０ｍｍ、より好ましくは約１１．０ｍｍから約１３．５ｍｍ、最
も好ましくは約１１．５ｍｍから約１２．５ｍｍに設定される。さらに、高さ寸法（Ｆ）
は、好ましくは、約８．０ｍｍから約１２．５ｍｍに、より好ましくは、約９．０ｍｍか
ら約１２．０ｍｍに、最も好ましくは約１０．０ｍｍから約１１．０ｍｍに設定される。
さらに、上記で論じた様々な値に応じて、様々な他の比の長さ寸法（Ｅ）及び高さ寸法（
Ｆ）を外挿することができる。本願の発明者らは、そのようなフィンガパッド６０３、６
０５の第１の湾曲部分の長さ寸法（Ｅ）及びフィンガパッド６０３、６０５の第２の湾曲
部分の高さ寸法（Ｆ）は、ユーザのほとんどの指のサイズに適応することができ、スライ
ダ６００のグリップ区域（すなわち、図４１Ｃ及び図４１Ｄの６１０／６１２）中に指を
簡単に置くことを可能にするスライダを提供する。
【００６５】
　上記で論じたように、第１のウイング６０２（並びに第２のウイング６０４）は、フィ
ンガパッド６０３（又は、第２のウイング６０４上のフィンガパッド６０５）を取り囲む
リップ領域６２０を含む。リップ領域６２０は、フィンガパッド６０３を取り囲む区域で
あり、フィンガパッド６０３の第１又は第２の湾曲部分内の領域ではない。リップ領域６
２０は、フィンガパッド６０３を取り囲むわずかに上昇した区域を提供し、したがって、
ユーザの指をフィンガパッド６０３へと誘導する。リップ領域６２０は、好ましくは約０
．５ｍｍから約４．０ｍｍ、より好ましくは約１．０ｍｍから約３．０ｍｍ、最も好まし
くは約１．５ｍｍから約２．５ｍｍの長さ（図４１ＥのＬ１）を有する。リップ領域６２
０は、フィンガパッド６０３の第１の湾曲部分から始まる第１の区域（図４１ＥのＬ２）
におけるフィンガパッド６０３の縁部で終了する。フィンガパッド６０３へと湾曲し始め
る第１の区域（Ｌ２）は、好ましくは約０．１ｍｍから約４．０ｍｍの、より好ましくは
約０．５ｍｍから約２．０ｍｍの、最も好ましくは約１．１ｍｍから約１．５ｍｍの長さ
を有する。この区域（Ｌ２）は、フィンガパッド６０３へと最も深い角度を有し、第１の
区域（Ｌ２）からフィンガパッド６０３の第１の湾曲部分の中間まで延びる第２の区域（
図４１ＥのＬ３）で終了する。１つの実施形態では、区域（Ｌ２）は、リップ領域（Ｌ１
）から、約１０度から９０度の角度を有する。第２の区域（Ｌ３）は、好ましくは約２．
０ｍｍから約７．０ｍｍの、より好ましくは約３．０ｍｍから約６．０　ｍｍの、最も好
ましくは約３．５ｍｍから約５．０ｍｍの長さを有する。第２の区域（Ｌ３）は、第１の
区域（Ｌ２）よりも深くない角度を有し、フィンガパッド６０３の第１の湾曲部分の中点
で終了する。フィンガパッド６０３の第１の湾曲部分の中点において、フィンガパッド６
０３は、リップ領域６２０のフィンガパッド６０３の対向する端部及び対向する側部まで
湾曲して戻り始める。第１の区域（Ｌ２）及び第２の区域（Ｌ３）は、フィンガパッド６
０３の対向する縁部まで湾曲して戻り始める前にフィンガパッド６０３の第１の湾曲部分
の中点で終了する完全な湾曲部分を備えることができる。代替的には、第２の区域（Ｌ３
）は、フィンガパッド６０３の第１の湾曲部分の中点に、又はその近くに、平坦区域を備
えてもよい。上記で論じた他の寸法のすべての場合と同様に、リップ領域６２０の長さ（
Ｌ１）、並びに第１の区域（Ｌ２）及び第２の区域（Ｌ３）は、ユーザのほとんどの指の
サイズに適応することもできる、ユーザへの人間工学的な感触が向上したスライダを提供
するように設定される。上記の特徴と寸法との組合せを通じて、スライダ６００は、改良
された人間工学的な特徴、及び、袋とスライダの任意の角度でユーザの指に適応する形状
を備えている。
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【００６６】
　上記で論じた様々な袋を形成するために使用され得る例示的な熱可塑性プラスチック材
料として、他のポリオレフィンプラストマー並びにそれらの組合せ及びブレンドの中でも
、たとえば、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリエチレン（ＰＥ）、メタロセンポリエチレン
（ｍＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）
、超低密度ポリエチレン（ＵＬＤＰＥ）、二軸延伸ポリエチレンテレフタレート（ＢＰＥ
Ｔ）、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）が挙げ
られる。使用され得るさらに他の材料として、スチレンブロックコポリマー、ポリオレフ
ィンブレンド、エラストマー合金、熱可塑性ポリウレタン、熱可塑性コポリエステル、熱
可塑性ポリアミド、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）のポリマー及びコポリマー、ポリ塩化ビニ
リデン（ＰＶＤＣ）、サランポリマー、エチレン／ビニルアセテートコポリマー、セルロ
ースアセテート、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、イオノマー、ポリスチレン、
ポリカーボネート、スチレンアクリロニトリル、芳香族ポリエステル、鎖状ポリエステル
、並びに熱可塑性ポリビニルアルコールが挙げられる。当業者には、袋を形成するために
、多種多様な他の材料もまた使用され得ることが認識されよう。
【００６７】
　上記で論じた様々な実施形態のシングルジッパー側面部及びダブルジッパー側面部は各
々、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、鎖状低密度ポ
リエチレン（ＬＬＤＰＥ）、及びそれらの組み合わせのような熱可塑性プラスチックで形
成され得る。１つの実施形態では、たとえば、剛性が高くなるように、ＨＤＰＥ、ＬＤＰ
Ｅ及びＬＬＤＰＥの混合物で、ジッパー側面部のバッキング部材（又はフランジ）を形成
することができ、より柔軟になるように、ＬＤＰＥで封止用部品が形成される。ジッパー
側面部のバッキング部材（たとえば、フランジ）の少なくとも一部分を袋のそれぞれの側
壁に積層することなどによって、袋上にジッパー側面部を配設することができる。代替的
には、ジッパー側面部のバッキング部材（たとえば、フランジ）を省略することができ、
したがって、ジッパー側面部の封止用部品は、たとえばラミネーションにより、袋のそれ
ぞれの側壁に直接取り付けられる。
【００６８】
　本明細書に記載する様々な袋は、シングルジッパー封止用構造部材又はダブルジッパー
封止用構造部材を含むが、袋の他の実施形態は、３つ以上のジッパークロージャプロファ
イルを含むことができることを留意されたい。また、ジッパー側面部の封止用部品は、必
ずしも袋の縁部全体に延びる必要がないことも留意されたい。たとえば、いくつかの実施
形態では、袋は、袋の縁部に、拡張された封止セクションを含んでもよく、ジッパー側面
部の封止用部品は、一方の封止セクションから他方まで延びているにすぎず、袋１の縁部
全体にわたっては延びないように構成される。
【００６９】
　本明細書で例示され、記載されたスライダの各々は、シングルジッパー側面部、或いは
、上側ジッパー側面部１９４及び下側ジッパー側面部１９５のようなダブルジッパー側面
部と動作可能に係合することができる。スライダを、複数の部品で作製し、１つに溶接し
てもよく、或いは、それらの部品を、ヒンジ式要素を用いて、又はヒンジ式要素なしに、
１つにスナップ嵌合するように構築してもよい。また、スライダは、１部品構造のもので
もよい。スライダは、たとえば射出成形又は任意の他の方法のような任意の所望の方法を
使用して作製することができる。スライダは、たとえば、ナイロン、ポリプロピレン、ポ
リスチレン、アセタール、硬化アセタール、ポリケトン、ポリブチレンテレフタレート、
高密度ポリエチレン、ポリカーボネート、又はアクリロニトリルブタジエンスチレン（Ａ
ＢＳ）のような任意の好適なプラスチックで成形することができる。スライダは、透明で
も、不透明でも、あるは着色されていてもよい。さらに、様々なスライダの特定の実施形
態のうちのいずれか１つの一部及び特徴は、本発明の趣旨から逸脱することなく、任意の
他の実施形態の一部及び特徴と置換することができる。
【００７０】
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　特定の具体的な例示的実施形態に関して本発明を説明してきたが、本開示に照らすと、
当業者には、多くのさらなる修正形態及び変形形態が明らかになるであろう。したがって
、本発明は、特段の記載がない限り、本明細書で具体的に記載した通りに実施することが
できると理解すべきである。したがって、本発明の例示的な実施形態は、すべての点にお
いて例示的なものであり、限定的なものではないと考えるべきであり、本発明の範囲は、
上記の記載によってではなく、本発明によってサポート可能な任意の請求項及びその均等
物によって判断すべきである。
【産業上の利用可能性】
【００７１】
　本明細書に記載したヒンジ式スライダは、その中に製品を保存するためにパウチ又は熱
可塑性保存袋を咬合及び咬合解除することなどによって、いかなるタイプの封止用構造部
材も封止及び開封する有益な方法を提供する。本スライダは、スライダがジッパーの閉鎖
端部にあるときに、全く漏出させることなく、シングルジッパー側面部又はダブルジッパ
ー側面部を完全に封止し、開封することができる。
（項目１）
　袋の封止用構造部材のためのヒンジ式スライダであって、上記ヒンジ式スライダが、
　（ａ）頂部壁と、
　（ｂ）上記頂部壁から垂直に延びた脚の対であって、
　　（ｉ）上記脚の対の第１の脚が、その底端部に前面及び背面を備え、
　　（ｉｉ）上記脚の対の第２の脚が、その底端部に前面及び背面を備える、
　脚の対と、
　（ｃ）上記頂部壁にヒンジ式に取り付けられたウイングの対であって、
　　（ｉ）上記ウイングの対の第１のウイングが、上記第１の脚の上記前面と係合するよ
うに構成された第１のラッチ、及び上記第１の脚の上記背面と係合するように構成された
第２のラッチを備え、
　　（ｉｉ）上記ウイングの対の第２のウイングが、上記第２の脚の上記前面と係合する
ように構成された第１のラッチ、及び上記第２の脚の上記背面と係合するように構成され
た第２のラッチを備える、
　ウイングの対と、
　を備え、
　上記封止用構造部材上に上記スライダを設置するために、上記第１のウイングと上記第
２のウイングとが下向きにヒンジ結合する、
　袋の封止用構造部材のためのヒンジ式スライダ。
（項目２）
　上記スライダの上記頂部壁から延び、上記脚の対及び上記ウイングの対の間に配設され
る咬合解除フィンガーをさらに備え、上記咬合解除フィンガーが、開放端部及び閉鎖端部
を含む、項目１に記載のスライダ。
（項目３）
　上記第１のウイング上の第１のクロスバー、及び上記第２のウイング上の第２のクロス
バーをさらに備える、項目１または項目２に記載のスライダ。
（項目４）
　上記第１のクロスバーが、上記第１のウイングの上記第１のラッチ及び上記第２のラッ
チの下に配置され、上記第２のクロスバーが、上記第２のウイングの上記第１のラッチ及
び上記第２のラッチの下に配置される、項目３に記載のスライダ。
（項目５）
　上記第１のウイング上の第１の閉鎖バー、及び上記第２のウイング上の第２の閉鎖バー
をさらに備え、上記第１の閉鎖バー及び上記第２の閉鎖バーが、上記封止用構造部材の封
止用部品を咬合させるように構成される、項目１～項目４のいずれか一項に記載のスライ
ダ。
（項目６）
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　上記第１のウイング上の第１のフィンガパッド、及び上記第２のウイング上の第２のフ
ィンガパッドをさらに備え、上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドが
、人間工学的な感触が向上したスライダを提供するために楕円形状を有する、項目１～項
目５のいずれか一項に記載のスライダ。
（項目７）
　上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドの上記楕円形状の長軸寸法は
、約１２．０ｍｍから約１９．０ｍｍであり、上記第１のフィンガパッド及び上記第２の
フィンガパッドの上記楕円形状の短軸寸法は、約１０．５ｍｍから約１６．０ｍｍである
、項目６に記載のスライダ。
（項目８）
　保存袋において、
　（Ａ）第１の側壁と、
　（Ｂ）内部への開口部をとともに上記袋の内部を形成するように、上記第１の側壁に接
続された第２の側壁と、
　（Ｃ）上記袋の上記開口部に隣接して配置されたジッパー側面部であって、上記ジッパ
ー側面部が、（ａ）上記第１の側壁に取り付けられた第１の封止用部品、及び（ｂ）上記
第２の側壁に取り付けられ、上記第１の封止用部品に対して実質的に平行に延びる第２の
封止用部品を備え、上記第１の封止用部品と上記第２の封止用部品の両方が、上記ジッパ
ー側面部の長さ方向に沿って、上記ジッパー側面部の第１側と上記ジッパー側面部の第２
側との間に延び、上記第１の封止用部品が、上記袋の上記開口部の封止を形成するために
、上記第２の封止用部品と相互係止するように構成される、ジッパー側面部と、
　（Ｄ）上記ジッパー側面部と跨状の関係で配置されたヒンジ式スライダであって、上記
スライダが、
　　（ａ）頂部壁、
　　（ｂ）上記頂部壁から垂直に延びた脚の対であって、上記脚の対の第１の脚が、その
底端部に前面及び背面を備え、上記脚の対の第２の脚が、その底端部に前面及び背面を備
える、脚の対、並びに、
　　（ｃ）上記頂部壁にヒンジ式に取り付けられたウイングの対であって、（ｉ）上記ウ
イングの対の第１のウイングが、上記第１の脚の上記前面と係合するように構成された第
１のラッチ、及び上記第１の脚の上記背面と係合するように構成された第２のラッチを備
え、（ｉｉ）上記ウイングの対の第２のウイングが、上記第２の脚の上記前面と係合する
ように構成された第１のラッチ、及び上記第２の脚の上記背面と係合するように構成され
た第２のラッチを備える、
　ウイングの対を備える、ヒンジ式スライダと、
　を備え、上記ジッパー側面部上に上記スライダを設置するために、上記第１のウイング
と上記第２のウイングとが下向きにヒンジ結合する、保存袋。
（項目９）
　上記ジッパー側面部が、上側ジッパー側面部であって、上記保存袋が、上記上側ジッパ
ー側面部の下に配置された下側ジッパー側面部を備え、上記下側ジッパー側面部が、（ｉ
）上記第１の側壁に取り付けられた第３の封止用部品、及び（ｉｉ）上記第２の側壁に取
り付けられ、上記第３の封止用部品に対して実質的に平行に延びる第４の封止用部品を備
え、上記第３の封止用部品と上記第４の封止用部品の両方が、上記下側ジッパー側面部の
長さ方向に沿って、上記下側ジッパー側面部の第１側と上記下側ジッパー側面部の第２側
との間に延び、上記第３の封止用部品が、上記袋の上記開口部のための第２の封止を形成
するために、上記第４の封止用部品と相互係止するように構成される、項目８に記載の保
存袋。
（項目１０）
　上記スライダが、上記スライダの上記頂部壁から延び、上記脚の対及び上記ウイングの
対の間に配設された咬合解除フィンガーをさらに備え、上記咬合解除フィンガーが、開放
端部及び閉鎖端部をさらに含む、項目８または項目９に記載の保存袋。
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（項目１１）
　上記咬合解除フィンガーの上記開放端部が、上記ジッパー側面部の封止用部品を咬合解
除するように構成される、項目１０に記載の保存袋。
（項目１２）
　上記スライダが、上記第１のウイング上の第１のクロスバー、及び上記第２のウイング
上の第２のクロスバーをさらに備える、項目８～項目１１のいずれか一項に記載の保存袋
。
（項目１３）
　上記第１のクロスバーが、上記第１のウイングの上記第１のラッチ及び上記第２のラッ
チの下に配置され、上記第２のクロスバーが、上記第２のウイングの上記第１のラッチ及
び上記第２のラッチの下に配置される、項目１２に記載の保存袋。
（項目１４）
　上記スライダが、上記第１のウイング上の第１の閉鎖バー、及び上記第２のウイング上
の第２の閉鎖バーをさらに備え、上記第１の閉鎖バー及び上記第２の閉鎖バーが、上記ジ
ッパー側面部の封止用部品を咬合させるように構成される、項目８～項目１３のいずれか
一項に記載の保存袋。
（項目１５）
　上記第１のウイング上の第１のフィンガパッド、及び上記第２のウイング上の第２のフ
ィンガパッドをさらに備え、上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドが
、人間工学的な感触が向上したスライダを提供するために楕円形状を有する、項目８～項
目１４のいずれか一項に記載の保存袋。
（項目１６）
　上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドの上記楕円形状の長軸寸法が
、約１２．０ｍｍから約１９．０ｍｍであり、上記第１のフィンガパッド及び上記第２の
フィンガパッドの上記楕円形状の短軸寸法が、約１０．５ｍｍから約１６．０ｍｍである
、項目１５に記載の保存袋。
（項目１７）
　袋の封止用構造部材のためのスライダであって、上記スライダが、
　頂部壁と、
　上記頂部壁から延びたウイングの対と、
を備え、
　上記ウイングの対の第１のウイングが、第１のフィンガパッド及び周囲のリップを備え
、上記ウイングの上記対の第２のウイングが、第２のフィンガパッド及び周囲のリップを
備え、上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドが各々、人間工学的な感
触が向上したスライダを提供するために、短軸寸法よりも大きい長軸寸法を有する、
袋の封止用構造部材のためのスライダ。
（項目１８）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記長軸寸法が、約１２．０ｍｍから約
１９．０ｍｍであり、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記短軸寸法が、約
１０．５ｍｍから約１６．０ｍｍである、項目１７に記載のスライダ。
（項目１９）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記長軸寸法が、約１５．０ｍｍから約
１７．７ｍｍであり、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記短軸寸法が、約
１２．０ｍｍから約１４．０ｍｍである、項目１７または項目１８に記載のスライダ。
（項目２０）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記長軸寸法が、約１６．０ｍｍであり
、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記短軸寸法が、約１３．０ｍｍである
、項目１７～項目１９のいずれか一項に記載のスライダ。
（項目２１）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記長軸寸法が、約１７．７ｍｍであり
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、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記短軸寸法が、約１４．０ｍｍである
、項目１７～項目２０のいずれか一項に記載のスライダ。
（項目２２）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記長軸寸法が、上記第１および第２の
フィンガパッドの各々の上記短軸寸法の約１．２５倍である、項目１７～項目２１のいず
れか一項に記載のスライダ。
（項目２３）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々が、平均的な指のサイズにフィットする区
域を提供するように、副短軸寸法よりも大きい副長軸寸法を含む、項目１７～項目２２の
いずれか一項に記載のスライダ。
（項目２４）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副長軸寸法が、約８．７５ｍｍから
約１３．９ｍｍであり、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副短軸寸法が
、約８．１ｍｍから約１２．４ｍｍである、項目２３に記載のスライダ。
（項目２５）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副長軸寸法が、約１１．７ｍｍから
約１２．５ｍｍであり、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副短軸寸法が
、約１０．０ｍｍから約１０．８ｍｍである、項目２３または項目２４に記載のスライダ
。
（項目２６）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副長軸寸法が、約１１．７ｍｍであ
り、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副短軸寸法が、約１０．０ｍｍで
ある、項目２３または項目２４に記載のスライダ。
（項目２７）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副長軸寸法が、約１２．５ｍｍであ
り、上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記副短軸寸法が、約１０．８ｍｍで
ある、項目２３または項目２４に記載のスライダ。
（項目２８）
　上記第１および第２のフィンガパッドの各々の上記長軸寸法が、上記第１および第２の
フィンガパッドの各々の上記副長軸寸法の約１．２５倍から約１．４５倍であり、上記第
１および第２のフィンガパッドの各々の上記短軸寸法が、上記第１および第２のフィンガ
パッドの各々の上記副短軸寸法の約１．２５倍から約１．４５倍である、項目２３または
項目２４に記載のスライダ。
（項目２９）
　上記頂部壁の中心セクションのピンチ寸法が、約５．７２ｍｍから約１０．１６ｍｍで
ある、項目１７～項目２８のいずれか一項に記載のスライダ。
（項目３０）
　上記頂部壁の１つ又は複数の端部セクションのピンチ寸法が、約７．６２ｍｍから約１
０．１６ｍｍである、項目１７～項目２９のいずれか一項に記載のスライダ。
（項目３１）
　上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドが各々、グリップリッジを備
える、項目１７～項目３０のいずれか一項に記載のスライダ。
（項目３２）
　上記グリップリッジが、垂直に延びたリッジを備える、項目３１に記載のスライダ。
（項目３３）
　上記グリップリッジが、円形突起を備える、項目３１に記載のスライダ。
（項目３４）
　上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドの各々が、第１の長さを有す
る第１の湾曲部分、及び第１の高さを有する第２の湾曲部分を含み、上記第１の湾曲部分
及び上記第２の湾曲部分が、ユーザの指の曲線形状に対応する項目１７～項目３３のいず
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（項目３５）
　上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドの各々の上記第１の湾曲部分
の上記第１の長さが、約８．５ｍｍから約１４．０ｍｍである、項目３４に記載のスライ
ダ。
（項目３６）
　上記第１のフィンガパッド及び上記第２のフィンガパッドの各々の上記第２の湾曲部分
の上記第１の高さが、約８．０ｍｍから約１２．５ｍｍである、項目３４または項目３５
に記載のスライダ。
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